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古期御岳火山の地質

松本盆地団体研究グル
ー プ ＊

Geology　of　the　Older　Ontake　Volcano，　Ccentral　Japan

Matsumoto　Basin　Collaborati　ve　Research　Group ＊

Abstract　The　Ontake　votc ・anois 〜旺ua 匸ed 　aUhe 、〔〕uthem 　end 　of 　the　Norikura、 olcallic 　chaiii し entr ヒしl　Japa1ユ．　The
Ont田（e 、okarlo 　con 、i〜tg　of 　Lhe　Older　Ontuke　No ］ca．no （Middle　Pleistoceiユe）とmd 　the　Yo匸mger 　On しake 、blcan〔〕

（Late　Plci9匸oceno ）．　Thc　TamsawaI ℃ rmatK ）11 （Middle　Pl　 i風 oc ε11e）corl℃ sPonds 　to　the　vo ユca ηic　se〔ユjments　of 　11〕e

C）1der　Olltake　Volcano，　and 　is　classlt 】cd 　into畳he　lo、、　er　alld　uppcr 　Illembel
’
s，　The　lower　lτlcrnber　is　maillly

c〔｝mposed 　of 　s，olcanicLastic 正naterial 　and 　intercalaLes　nunlerDus 　air　fal1［ephra 　hed〜、　thin　lavas　and 　pyroclastlc
flow　dePo〜1t、　The　uPper　nlemben 丶 lllair 】1｝ cQnlposod 〔，f　lavu〜 and 　inLercとLlatcs 　a　fcw　airfall 　tephrtL　bcd 

　Sevcral　markcr 　tephra　bcds　arc　intcrcalaLed　in　the 、olcanic 　scdim 巳［lts；those　aro，　Satomiya　Pumice，　K、mbara
Pumlcc　I，　H，III　in　tllc　Iowしr ］ncinber 　oi

’
［hc　1

’
urusa “

’a　1；（）rmaho 【1、　und 　Iio亡taruzawa 　PumtLe　inthe　uppcr 　m しinber．
Each 〔，f　thcse 　marker 　lephra 　bed　i〜 disLubuted　arould 　thじ Ontake　v〔＞lcano ．　 Thc　inarkcr 　tcphra　beds　are

charactcri ／ed 　bンhigh　contcnt 　of　hornb［ende 　ex じ ept　Ilor　Hettaruzawa 　Puエnicc 　whicb 　I、 char としctel　Ized 　b｝biotite．

　Thc 、
・
olcanic 　a じti、・ity　of 　thc　Oldcr　Ontakc　V〔〕］cano 　was 　re 、cal じd　b＞　rnc …セ11s 〔｝i

’
、olcal1 〔，〜trarigraph｝，

tephrostratlgraphy　und 　K−Ar　age 　datingofld＞a〜，　Thc　acI1、iしy　can 　bc　di、丘ded　inLo　a　tephru−st　t　e 〔0．78−0，64　Ma ）

and　a　lav　t 〜hge （0．64−0．39　Ma ｝．　Mokanlc　produ¢ 1s　Qf 匸he　tephra−stage 　almosl 　correspond しo　the　l〔｝wcr 　membe1
’
，

and 　tho〜e　of 吐he　la、　a−stage 　to　the　upPcr 　Inelnbcr 　of ［he　Tarusawa夏40rlna 吐iolL　The 、 olcanic 　acti、
．ity　of 　the　tcphra−

sta　e　w
’
［〜 mc ｝・stly　exp ］o 、iヤe，　for｝ning εljrfaJ】tcphra 〜 and 　P＞

「
1
’
oclasti じ f1し〕、1「s、　 ThI，〜e　lel）hra　beds　rna ＞havc　been

cnlramed 　in　a　number 　of 　debris　flows，　which 　formed　thc　m εしi（）r　part（、f　the　eastern 　bod｝
．
　Qnhc 　Older　C〕ntake

Volcano．　The　volcanic 　activity　ofthe 　la、 a−stage 　was 　les〜 explo 〜i、 e　とmd 　produced　a　large　Mll皿ber　ofIaxatlc ｝ws ．
The、e 】a、

・
a　f［ows ‘LlnlosT　entirclv 　covcrcd 　Ule　fooT　areas とmd 　forrlled　cdi 貸cc 　o 「Lhe （，1der⊂）ntake 　V〔，lcano．

κり
，W ） rd 　Older　O 【1匸ake　Vok 己no ，　Mlddle　Pleistocene　Tarusawa　Forlnution，　volcanostratigraph ｝

’，　LephrosTratigraph｝ pumice　bed．

は じめ に

　御岳火 ［J［は 釆戦火Ll［列南部に 位置す る 成層火山 で ，1979 灯
‘

に水菟 気爆発を起 こ し ノこ汗 ノく山 で ある，こ の 火山の 活動は長

期の 休止期間を挟 み 大き く 2 分され （小林ほ か 197ユ）．そ れ

ぞ 41 の 活動時則 は 中期更新 世 と 後期更新 iH一に あ た る 　松本盆

地団研木曽谷グループ （1985 ，1986 ） は中部 延耕統を鈴 ヶ

沢累層と樽沢累層に，上評叟新耽 を 王 沌累層と して 地層区 ガ

した，山l！l・小 林 （1　CJ　9．　8） は 中期更新世才よび後期更新世に

活動 した火山 を そ れぞ れ 占則御岳火 山，新期御斤 火rlrと 定義

した．鈴 b 沢累層、iif　？）累層は 占期御岳火山噴 1申物に ．土沌

累層は萩期御｛火 山噴出物に相当 する，

　この うち，新期御岳火 ［Ilに関して は、木村 ぼか （19．9．1）、

木村 G993） に より，そ の 噴出物 の II己載 層序が険討 され，

火 rlJ活動史も議論 され た． ・
方．本研究 の 対象で あ る 占期御

岳火山は，近年，その 溶岩か ら多 くの K −Ar 年代が 測定さ れ，

詳細な 活動年代 が 明 らか に さ れ た （Kioka　eしal．1998 ；松

本 ・小 林 上999），しか し，そ の II賁出物 の i己載才
’
よ び層序 に っ

い
『
」 は，払本盆 地団研木 曽合 ヴ ループ （1985 ，1986 ），山

田
・
小林 （1C）88），竹内ぼ か （1999 ）に よ る 報了≒が ある も の

の ，そ れ らは，　
・
部 の 地域 の み で あっ た り，溶 台 層を中心 と

した 「瀞襲で あっ た りす る ため，占期御 岳火 山 1賢出物 ⊥ 休の 記

載，層序 に基づ い て 火 山 活 動 史を検討 した 報告は な い．

　そ こで，筆者り は古期御岳 火 ［1［の 活動 史を明 らか にす る こ
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第 1 図．木曽御 岳山 周辺の 地形略図お よ び 露頭位置図．
× が 露 頭位 置を 小 し，ゴシ ソ ウ体の 数字が 露頭番号を 示

す．
F三g．1．T〔｝pogl

’
aphic 　lnap 　around 　the　Ontake　volcano ．

Cr⊂）sscs 　indicate　locations　of 　olltcrops 　and 　G 〔｝thic

numcrals 　a1
’
e　localit｝

，　nunibcrs 　of　outcrops ，

と を 目標と し，野外調査を行 い 占期御岳火山の 噴出物を斉d載
す る とと も に，火 山灰 層 序学的 r一法を用 い て，そ の 層序 を検

討 した．本稿 で は御岳火［」」中部更新統 の 詳細 な 記載と新た な

層序を報告 し，火 山灰 層序 と溶岩の 噴出年代か ら古期御岳火

山の 活動史を論じる．

地形 ・地質概説

　御岳 火 山 の位置図お よび 地形略図を第 1 図に示 す．御岳火

1！「は 飛騨山脈南端 の r岐亭・長野県境 に あ り，乗鞍 火 山列 の 南

部 に位 置 して い る．II順 部 に は，剣 ク
．
1峰 〔3，067m ）を最高点

と して ほ ぼ 南北 3km にわ た る稜線 を もつ 複成火山で あ る．ま

た南東麓 には二笠山 （2256m ），小三 笠山 （2．eLgm ），南西
　 　 　

t．−う ギ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 かドロマむ
麓に は三 2甫LLI （21394in），　匹「麓に は 土 俵1．ll　（2，0771n）　｝

｝J　1
’
ほ

ぼ 半円状 に 分 布 す る．

　基盤岩類は，山体の 直 ドを通 る北 北 1几1一南南束方向の 椎定

境界を境と して 東側に美濃帯堆積岩類，西側に濃飛流紋岩類

が分布 し，局所的に 花崗岩な どが み られ る （山田 ・小 林

1988 ・俑内ほ か 1999 ）．その 他の 基盤署類 と して 北麓に 約

／．7Ma に活動 した丹生川火砕流堆積物 （原山 1998） が．約

3．51 ．6Ma に か けて活動 した地蔵峠火山岩類，約 2．8−1．5Ma
に か け て 活勸 し た 上 野 玄武 岩 類 が，山 体 周 辺 の 尾 根 上 に 局所

的 に 分布 して い る 仲 野ほ か 2000 ）．

（4 ）

　古期御岳火凵」の 噴出物および同 時代 の 火 山砕屑物か らな る

樽沢累層は，東麓か ら南東麓 南西麓か ら西 麓，および北麓

に 分かれ て，山 麓 の 広 い 範 囲 に分布す る．　 ・
方，新期御岳火

山噴出物 に相当す る E滝累層 は，現 在の 1rl頂部周 辺 お よ び束

麓西野川流域 南麓濁川流域，西麓濁河川流域，北麓幕岩川

流域 に 分イiiす る （第2 図），

　樽沢累層は 11要構成物の 違 い に よ り大きく ド部層 と ヒ部層

に 区分され る （第 3図 ），樽沢 累 層
一
ド部 層 は 卞 に 火 ［1［砕屑物で

構成され，溶岩層，火砕流堆積物，降下テ フ ラ，シ ル トなど

が 挟 任す る．火 山砕 屑物 は 般 に淘 汰 が 悪 く，雑多 な礫種 で

構成 され．土 台 流あ る い は 火 LI」麓扇状地性の 堆積物で ある．

溶岩層は 比較的薄 い 玄武岩質なもの が主体で あるが，安山岩

質な もの も存荏す る．火砕流堆積物 は一
般 に 薄 く非溶結で あ

る．降下テ フ ラ は 角閃 石 を含む デ イサ イ ト質 な もの か ら，か

ん らん石 を含む玄武岩質なもの まで 存在 し，粒径 ・層厚 も

様タで ある．この うち，角閃石 を 多 く含む 軽石 （里宮パ ミス
・

寒原パ ミ ス 1 ・1D は鍵層として r［lec内で 広 く追跡で き る．な

お．本研究 グルー一プ で は
一

時期．下部層か ら侵食間隙 を境 に

最 卜部層 （Kioka　et 　aL （1998）の L ⊂）wermost 　member に

相当する） を 区 分 した が，こ の 侵食間隙は 局所的な もの で あ

る こ とが 判明 した た め，本論文 で は最 ド部 層 を下 部層 に 含め

た．樽 沢 累 層 E部 層 は 主 に溶岩層で 構成 さ れ，火 山砕屑物を

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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一・ 鯱 瀞…

}例［⊃ 上部 賭 王鰥勵新嬾岳火山） 　

　 申部更新統，樽沢 累層 （ 古期御岳
山 ） 上部 層 　　　 溶岩 火 山砕

物を主体とし降 下テフラを挟在する 下鰯
瀦纓
火
麟勵牲体とし降 テ万，鱒麟酌諮岩sseat在する 　　基盤岩類 E三］

流継類 ［ ：：一コ美濃帯堆積 岩類
第 2 図

　
木曽御

岳 山全域の地

図，図中の四角で囲支れた3つの地域は第 5．6，7図の範団にそれぞXl 対応する ．

Fig．2．　Slmpliiled

geological 　 nlap 　o 士 theOnLake
olcano ， 　Each 　ol ’しhe 　 three
D 　 cl 　 uares 　 c 〔 ，1

丁csp〔〕 n

　to　thc 　area 〜shownin 　 Fi9 〜 　5

6arid 　 7 挟仕

る ．
溶
岩層 は ・ 般 に厚く広 範 囲に分布し，安［1［岩か ら デイサイト買 なものが全 体積の大 部分をし める

卜部層中に 　 　 　　　　　 　 　　　　　 1 　’， t ／，ニロ （一

E する黒雲母を含む軽石 （白布訳ハミス ）は，挺層として

R 掩に広く追跡で き る ．

「亅r 期御岳 火r
「は約〔〕 ．78 − 〔〕．39Ma にiA 　 9JJし（1 ｛ie

，　et 　al ． 1998 ）．現存の山頂部付近を中’L・

して 直径 約20krn以内の 火山休 を 形 成 したと 考えられ．現

その山

斜 画は溶岩台地 として部分 的 に残りて いる ． 中 部更

統 の 地 質 　 樽沢 累 層：松本＃ 地団研木 冑谷グ1 レ ー フ （

85 ）を 冉 定
義 　松 本 盆 地団研木曽谷グルー プG985 ，

86 ）は，木曽
御

岳 山麓の 1「「部更新統 を、不整合を

に鈴ヶ 沢累層と 樽沢 累1 曽 （5 ） に区分し た ，し か

，本研 究 で 両累 層 中に畢 宮八ミスが狭 在 する
こと
を確 認し たため

両者は同時期の 堆積物であること が明 ら か にな 一った．

のため ．木曽 御 岳 山麓の中部更新 統 を 樽沢 累層 とし て一

して

定義し．火山 砕胃物を主休 と する 下部層と溶岩を主体 と

る 上部層に区分した． 樽 沢累層は古 期御岳火 山（ 山 田

小林 lE88 ） の 噴出物に相’ 「 1するため ，樽 沢累層堆

期の火 山 を 古期御岳火山と呼 ぶことに する． 樽沢 累層の習

を第 3図に、 山 麓 全 域 の 対 比 柱 状図 を 第 4 図 に 示 す ． 　 樽
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第3 図　占期御岳火「1「噴出物 ・樽沢 累層の 層序表　落 岩1国」）午代位置は K ］ok

’
a　eN　al （1998 ） 1こ基 づ く，

Fig．3．　 Stratigr’aphy 　of 　l
・
olcantc 　products　of 　the　OLdcr　Ontake　Volcano ．　 Dating 　of　lava〜isatter　Kioka　e ［a1 〔1998）、

に 区分し，それぞれの 地域ごとに記載する 　主 な 地名お よ び

地 形概略図を第 工図に ．山体全域の 地 質 図 を 第 2 図 に 示す

　地 層 各に 関 して は，定義に 変更を要 さ ない もの に 限 りで き

る だけ従来 の 地層名を用 い る が，模式地 の 設定変史を 伴
・．，た

り して変更 を余儀な く されたも の も多く，
一

部を除い て新称

お よび改 称 し て再 定 毳 した．

　各沢で 確認で きる 溶岩層の 層序関係を 第 4 図 に示 したが，

（6 ）

溶岩層の 分布は隈 られた地域にあ り，そ れぞれの 調査地域内

で も層序関係を確認する こ とが 困難なもの が ある．こ の た め，

溶 岩層 の 層 序 関係は．確認で き る もの につ い て の み 述べ る ．

　溶岩の 岩 右 名は，KioktL　e亡al，（1998） の SiO2値を 用 い て

Le　Bas　ct　al．（⊥986）の 区分に 基づ き決定 した．また，　 Kioka

et　al．（1998 ） によ る溶 岩 の 放射 年代値 を第 1表 に ま と めて

不 す，

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　
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愚」1b団1†1レ 究 ク レーりノ

　　　　　　　　　南東か ら東麓地域

　前束か ら束 暁 地域の JLi　e 図および1杣面図 を e 　・図 に，　irP口

位 置 を 竿 1 図 に 示す．

南東から東麓地域 の樽沢累層下部層

　この 地 域 に分布す る 魯尺累層
一
ド部層 ま樽沢累層 ヒ部冒に よ

り勧 川流域，自川流載，樽訳 か ら鈴　沢地城 こそ の 屠 出、
’
か

断 され る ／こ め，そ れ ぞれ の 地域 ご と に 記馘 ザる （彩 5 図），

砺川野域

模式地 ：湯 川 中流右岸．標高 1，3⊥Om 付近 〔Loc　 3），

分布 ：搦 川 中流攻右月 ：お よび E流域の 向岸 に ノ♪F「亅す る，

層厚 ：快式地に お い て 約36m （上 限不 明）で ．全 同厚は 25 〔〕m

を越 え る，

層相 ：湯川 流域で は 下部 ・中音1；・上部て 層相が 昔 L く u 化す

る．ド1、「：主 に 火 山灰 →粗七砂 を 基 宀 とす る 固illの 良い 火山

砕屑物か らな り．その 下音』に 火山灰 貝 シ ル ト層，砂層 と培
1
、
1

岩類の 角礫層が み Lt
）れ，泥炭貢砂礫・

泥炭層を局 H！r日eJ　l こ抄む，

また．自色軽白 質火 rlrb4．・火［［1灰層が 5 層挟存す る．火山砕

屑物中の 礫は 巾 角か ら豊 円で 媒f は af〜30 〔m ほ どの もの が

多く，角閃石デイサ イ トの 峡が 多 く含ま れ る．基霊君粕 の 疎

は 粒径数cm ほ どの も の ガ 多く，チ ャ
ー・ト・泥 岩 ・砂岩砿 が

多い，「「「部 ；主に 成層 した 黄白色か 1 紫灰 色の 火 「［亅灰 質 シ ル

ト層，砂 層お よ び 媒層か らな る．媒 は 亜 円媒で ，輝石 蜘 ！が

見られ る安由岩が多く，礫径は ゑ
〜iOcm ぽ どの も の ヂ ψい，

敵層の 基 昌 1「1 に 「「か 黄白色の 軽石 が 混 じる ま た．軽石 目
・

ス コ リ ア 霞・石 誓火 山礫層，火 山り 層な どの 降下テ フ ラ が 少

なくとも 20 数層拡在する，降下テ フ ラ は黄白色 の 蛭石質な

もの が 卓越す る．上部 ：宅 に 固結の よ い 凵
ナ

灰 褐色か らH’ 灰 色

火山灰餅 畔
L

砂を基質とする 1勹汰 の 屮 い 火山砕屑籾か らな り．

葉工甲の 見 られ る シ ル ト・砂 ・耐 礫層お よ び 風成 風化火 山 灰 層

が挟在す ろ　火 ［踊卆屑物中の 礫は 亜 角礫か ら亜 円転マ
ミ
灰 色か

ら暗灰 色安LI」岩媒が 意体で ある，礫径 は k 〜30“ n ほどO　）

の ガ 多 い が，最大で 80cm に 達す る も の も あ る．ま た，火 山

砕屑物 の 某質 には ス コ リア や 単斜fai石 の 単結晶力 記 じる こ と

が 多 い，溶岩層が 3層，火砕流堆！
†

物 が 1 層挟在 し．スコ リ

ア 質
・
軽石貝

・
台月大山礫層、火山 灰層な どの 降下テ フ ラが

少な く と も40層以」拉在す る．降F テ フ ラ は，赤褐色か ら黒

色 の ス コ リア 質 の もの が ド 越す る．山麓に 鍵層 と して追『1［で
きる 寒原パ ．ミス ト H ・皿 潮 あ在す る，

層序 ：基盤岩類を覆 v ，兄晴溶岩喀，倉越原溶廿層に 覆わ れ

る．

白川流域

模式地 ：肖俣川，標高 11230111右岸，標高L35Dn1丿・｝辺 （LL い ）．

分布 ： 白川 中流か ら上 流域お よ び南俣川 流域 に分布す る，

層厚 ：南俣川 中｝ 域で は 約 200m 、　 rtt！” jrl卜疵域
π
は 恃 に 厚

く，500m こ越え る．白川 流域 で は約 ⊥50m で あ る．

噛相 ：主 に 国結の よ い 褐色か ら睛褐色の 火 山 仄 凵 肛位砂 を JI

質 とす る 淘広の 悪 い 火山砕屑物 か b な Q ，わず か に シ ル ト・

砂 ・砂 転 層≠ よ び風 成 風化 火 由 灰 層 を 挟む．礫 は 亜 角礫 か ら

〔8 ）

「副 昂　
一

戸色力　丿 毒灰 色安「「「｛ゴ妹
〜

” tて あろ．蘇イ
く
は敬〜

け〔 l！，まど ）も の 　多い が，1
’
1川 E．流域 　は月 ノ丶で 300Clrlに

〕圭 市7t 　）も あ る ．火 山砕屑籾 の 月 貞吽1に は ス コ リアへ 輝石

の 単禧晶 力湿 じる こ と） 多い．ま た 数唔
・の 溶岩層≠ よ び火砕

1
布堆荘物S　1ナ在し，軽石 目

・ス コ リア　 ・石 与ノく山礫 tpおよ

び ノく山灰層な どの 降下テ フ 」が レな く と も 30 層以 h挟在 す

る ．降干 テ フ ラ は，自川 で は 赤 喝色 か り 黒 色の ス コ リア 質 な

もの が 卓越 4 ，南俣川 で は 貞 白色力 C
’
灰 色の 軽石 質な もの が

早 赴 ポる．山麁に鍬層として 追鵡
π
きる 里宮パ ミ ス ，寒原ハ

ミス 炉 挟在す る，

1曽序 ：尹孟石禎 を覆 い，下樽 汰溶岩層，南 乂溶岩層，見晴溶

岩1祠に 覆わ れ る，

樽沢 か 1） f　’
．
払 ⊥也域

快 い也： 上 掩村里宮．樟湖 L 〔170m 付近 σ．oc ．　lD ．

♪布．王滝村里宮 「1辺，大又川 中流域，林迫樽沢線，標高 上，ユ40

〜1．200nlf寸」丘，　林道黒 石 線，標高 L2r）〔〕mf 寸近，　溝 Il川中

流域　鈴弱 1こ中撹 か bL 流域に 分布する．

層 厚 ：模試地円辺で 約 80　n
’
i，大 又 J「「円辺城で 約 20〜50m ，

溝 冂 川流域
『．：

約 ⊥50m 、鈴習 1 流域で約 toOm で あ る．

層杜 ：主 に 固糺げ よ v］kl色か り 暗褐色の 火山灰 貰衵粒砂を某

’ 二す る 淘 汰 の 悪 い 火 山砕屑 物か b な ，J、シ ル ト・砂 ・
砂倶

層 を 扶む．火山 砕屑物 Elrの 峡 ま亜 円破か ら亜 角 糜 が 多 く，輝

台 厩晶の 見られる 安「」」岩礫が 多い．媒雁 は奴〜30cm ぽ どの

もO．が多い 、　 溝 「1川 ・鈴 パ 丿 廾i城で は昂犬
『’−

150Cm に 達

す る もの もあ る ．H ：中 に は 青灰 色か っ 典 自己ノくlrl錬パ多 く

湿ざ り，輝白 の 単阜晶が含まれ る こ とがあ る，林道柑沢線沿

い て ま層相力 周辺 と異な リ　シ ル トを 基質 とする 円 磨され た

黄［色軒 行 買火 rl［媒層と成層 したシ ル ト
・百1

層がt 体と な り．

J〈rl「砕屑初を 利む．ま た，溶岩層が 数啓挟在 し，軽石 貝
・ス

コ リア 質
・
石質火 山腺層，火 山灰 層な ど，彡 くの 降 Fテ フ ラ

ヂ 拝在する．降 ドテ フ ラ は 戯［色か 1 黄褐色の 軽右 質なもの

か 卓越し，右 瞥 火 山礫層は 他の 地域の もの に 比べ 厚 い 傾向が

あ る．山 　 こ雌噌 と して 追跡 て きる里 宮 ノ ミス が 挟 在 す る．

また，古期御屠火 山以 外が辛口 源 と思 わ れ る カ ラ ス 目 ノく［ir灰層

とし
’
」
一
大川小谷火「［1灰 i と溝 口 火山灰 1 ・

且 力挟在する．

層序 ：／ti
．
11 岩頌を覆 い．按越溶岩層．　 Tfag［ti岩層1 覆わ れ る，

南東から東麓地域の樽沢累層下部層中 に挟在する溶岩層

　黒 沢 溶岩層 ：Ks 　不月利］

十草式地 二｝川標高U80n ／右岸，標高1，2101一地点 （Lc）c，2），

分 布 ：模式地 Il辺，才 よび湯 川 河 床 L2⊥51n 阿
「
ul− ［：分 布す る．

仁厚 ：約 1C｝m ．

岩忙 ：角閃石 〔冒大粒径 3Gn ） と かん り ん 石 （取 大粒径 5

111n／）の 現 品が 目＿ ⊃か ん らん 看 炉糎石 角閃 石 玄武岩質安rlE

岩 溶岩で あ る．棋式地l！辺 に お い て 枕状：容岩や ハ イ ア ロ ク ラ

スタ イトの 庫状を 1＝riる ，

層序 ：拐川溶器層の
一
卜位て あ る．

　湯川溶岩層 ：Y ［11 新称］

模式地 ； 1．−J1「中流 右岸．標高 1，310n1 址 点 〔L⊂）⊂．3）．
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第 5 図．南東か ら東麓地域 の 地質 図お よび 地質 断mb11
’
Xl

Fig・5．　Ge 〔｝lo91cal　nlap　and 　crogs 　section　of 　thc　southcagl −caglern 　reglon 　ot
’
匸he　Ontake　vo ］can 〔，
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N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Association for the Geological Collaboration in Japan (AGCJ)

NII-Electronic Library Service

The 　Assooiation 　for 　the 　Geologioal 　Collaboration 　in 　Japan 　（AGCJ ｝

72 伝イ岔ナ巳団体研究グル ・一プ

分布 ：｝i川 申流域右岸．標高 1260 〜⊥，3⊥5m にか けて ノ♪布

す る ．

岩相 ：斑 晶の 凵立つ 宀灰色の か ん 丿 ん 石裨輝石玄武右溶岩で

ある．普通輝石 斑品が 日立つ ．qr貢［）に 柱状即 理 が 疵〔著 に み b

れ る ．2 層の フ ロ ーユ ニ ッ トが 存在 し，上 部で は 板状節埋 が

発達する，

1曽序 ：黒11溶岩層よ り上 位で．寒原バ ミ ス 1に霄わ れ る．
　 ニまた

　 二 又 溶岩層 二FtL 耕 称〕

模式地 ： 湯川上 流右岸，標高 1〆120m 地点 （Loc ，4）．

分布 ：恢式地周辺に の み分布する．

層 厚 ：約 51r1．

岩相 ；緻密で 普通輝 召斑
日

が 目 疏つ か ん ら ん 召 複輝石 安山岩

溶岩で あ る，板状 節理N 発迂す る．

層 序 ：湯川 溶岩層 よ り⊥ 仕で 泣 る．

　岩井 沢溶岩層 ：IZ　耕称〕

模式地 ： 南俣川，標高 U901n の 滝 （Lc 〔，6）．

分布 ：模式地周辺ボ よび ・の 又 1丿　 標両 1，21 〔〕m 付近，岩井

ノ沢，標高 L270m 付近 に分布す る．

層厚 ；約 1511ユ，

岩相 ：灰色か ら青灰色の かん らん 石 複輝石 ム武岩質安山岩溶

岩で あ る．石基力 非常に 繰密で，斜長h 斑晶 と普通輝石斑晶

が 目立つ ．一
月 一 鬼状を 呈 する，

層序 ； y．　ev岩類を 直十差優い ，三 岳唇岩層に 復 われ る，

　 三 岳溶岩層 ；Mt 耕称 1

模式地 ：南俣川．標高 1，200m 地 点 Uu ⊂．6〕．

分布 ：模式地周辺に の み 分布する．

層厂ア
： 糸勺201n ．

岩相 ：青灰 色か ら暗灰 色の 目
广
斜艸百か ん LJ ん石玄武岩質安山

岩溶岩で ある．百 基が 非 常 に僧霽で，斜長 石 斑晶 が 目 ウち 住

状節理が発達 重る．

層序 ：層厚約 5m の 火 山砕屑物 を挟 ん で 岩井 〜尸益岩層を幕 う．

　二 又 沢溶岩層 ：Fs
’
新称」

模式地 ：南俣川 炉高 1．155m 右岸．標高 126 〔，m 付近（L〔｝c．7），

分布 ：南俣川
．
ド流右岸，標高 1，250 〜1，26 〔〕mf 寸近 1．一分布す

る．

層厚 ： 約 20m ．

岩相 ：黒色か ら暗灰色の かん ら ん石単斜輝石玄武岩質安山岩

溶岩 で あ る、斑晶 は 非 常 に細粒で あ るが，まれ こか ん ｝ん石，

普通伽 石 の 斑晶 （最大粒径 4mm ） が点在する，柱状帥埋 が

蝉 著 に 発辻す る．

層序 ：三岳溶岩層よ り標高的に E位に 分布する．

　中谷溶 岩 層 lNt 、新 称 〕

模 ↓tJ也：南f昊Jr［，標 1口｝ユ，23 〔）IT1才ijll
’
，杢爪 「馬 L370m ゴ巳、・II、＜（Lc）⊂ 5＞．

分布 ：南俣川
．
ド流右岸，慓高 1，350 〜1，470m 付近に ノ♪布す

る．

層厚 ：約 5m ，

岩相 ：暗灰色か ら青灰色の かん らん 石中斜輝 石 玄武岩溶岩で

あ る，斑晶 は 令体に 細 粒 で あ る が，普通 輝 石 斑 晶ガ 日 立 つ．全

体に 弱 く 老泡 ”て い る，塊 状 を呈 し．不 現 則 に ク ラ ッ ク が 入

る，

層序 ：里宮 ハ ミス の 下位 で．
』
三岳溶冒層の E位で ある．

　南俣川溶岩層 ：M9 〔新称〕

模式 地 ：南俣 ll「両 岸，標 高 1，430m 地 点 （Loc ．8）．

分布 1甘津 田 両岸に レ ン ズ状 に分布す る．

層厚 ：最大層厚は 101n で あ り，側力変化が者 しい，

岩相 ：青灰 色か ら暗 灰色 の 紋密な 角閃右 含有斜方輝石 単斜輝

石麦山岩溶岩で あ る．最ナ粒〆 11mD 以下 の 普通輝 石斑晶が

妝仕す る，塊状節理，仕状節理が 瓸遣 し，下部は同貞の 角礫

岩層で あ る．

層序 ：大 止 滝 溶岩 層 の ト臼で あ る，

　入 正 滝溶岩層 ：Td 〔新利〕

慎式地 ：南俣川支 ｝L 徐高 ⊥，590nl の 沌 （LOc．9）．

分布 ： 南俣川上 流域河床 に分布す る，

層厚 ：約 30rn．

岩相 ： Fl灰 色の 角閃石 複輝石 玄武影質安山岩溶岩で ある．角

門石 の 巨黒 （昂大壮径 3Cn／）が日立っ ，溶岩 と 同質 の 凝灰角

礫岩層 を捗 み ．3 層 の フ ロ
ーユ ニ ッ トが確認 で き る．各フ

ロ
ーユ ニ ッ トで岩相 は ほ と ん ど変化し な い，一般に塊状 を 呈

し，不 規則 に ク ラ ッ ク が 人 る，

層序 ：南俣川溶岩層よ り上 位で，上谷溶岩層 よ り F位で あ る．
　　 に
　上 谷溶岩 層 ：Ut 〔新 称〕

模式地 ：「亅俣川，標高 1450m 右岸，標高 L570mf・「近 （Loc ．

Io）．

分布 1 模式地周辺か ら南俣川上 流 に 分布   る．

層 厚 ：糸勺7 〜 8111．

岩相 占灰 色か ら紫灰 色の 複輝石 玄武岩質安山岩溶岩で ある．

普通輝石斑品が目立 ち、細粒な 白色風化 した斜長石斑晶を多

く含む，塊状 を 7 し．上部に ク リン カーを有す る．

層序 ：大止滝溶岩層 よ りも L位で あ る．

　樽沢 溶岩層 ：Trr 松本盆地団研木曽谷グル
…

ブ （1985 ）を

再定義

極 式 地 ：指 沢，標 高 ⊥，350m 付 近 （Loc．12）．

分布 ： 模式地周辺 に の み 分布す る，

層厚 ：約 4m

岩相 ；角閃石斑晶の 日立つ 黒色か b 暗灰 色の 複輝石 含有角閃

右 安山岩溶岩で あ る，角閃 石 斑蛸 が 定向配列 す る．板状節埋

力 U 著 に発達する が，木嗜 ド部で は厩灰角礫岩の 様相を呈す

る，

層序 ：他の JPtkの溶岩層 との円係は 不明で あ る．

南東か ら東麓地域の樽沢 累層上部層
　 J｝．　 し

　見晴溶岩層 ；Mll 〔新称］

模式地 ：
−
r本払見晴山荘裏，標高 1，650mN

一
近 （Lc）c，13），

分布 ： 榎式地周辺の 尾根 を幵
／
戊 し 分布する ．

層厚 ： 約 50m ．

岩相 ：青灰 色の 単斜輝 右 か ん らん 石 玄武岩溶岩で あ る．か ん

らん石，普通輝石斑晶が目立つ ．一
般 に 塊状を 呈する，

（／0 ）
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一Eleotronio 　Library 　



The Association for the Geological Collaboration in Japan (AGCJ)

NII-Electronic Library Service

The 　Assooiation 　for 　the 　Geologioal 　Collaboration 　in 　Japan 　（AGCJ ｝

古期御岳火 11Jの 地質 73

層序 ；樽択累鬯下部層を 覆 1 倉越原溶岩層 に 覆わ れ る ．
　 く りこしぱ b

　倉越原 溶岩層 ；Kr 〔仏本盆地 団研木曽谷グ ルー一ブ （19．　85）

を再辻義〕

模式地 ：倉越原林道．標高 1，550 ［n 付近 （Loc ．⊥4）．

分 布 ：千 本松見晴山荘付近 か ら 倉越高原 に か けて 台地状の 地

廾．を形成 し力布す る．

層厚 ：東方に向か っ て 層厚を増し，最大で約 L80m に 達する，

岩相 ：自灰色か ら灰 色 の 角閃石デ イサ イ ト溶岩で あ る．角閃

石 と斜長石 斑晶が PI立つ ．板状お よび 柱状節理ガ 発達す る．

層序 ：樽汰累層
．
ド部層お よ」 見晴溶岩層 を覆 う．

　 し もたる

　下樽沢溶岩層 ：St 〔新称〕

模式地 ：南俣 川 左岸，標高 L950m 付近 （Loc ．15）．

分布 ：Fri俣川中流域左岸 に ノ♪布す る，

層厚 ：槙式地周辺 で 約 35m ．

岩相 ： 占灰 色 の 複輝石 角閃石 安 山岩溶岩 で ある．石 基は校密

で，斑 『 は 比較的少な い，角閃石 と斜長 石 はしば しば集斑晶

を なす．板状節理が顕著に発達する．岩石中の 長径 〔〕，5〜2Cm

程 の レ ン ズ状 の 門隙を二 次広物が埋め て い るの が鰤察 され る．

層序 樽 沢累 層下 部層を 躔い ，東谷 溶岩層よ りも下位で ある．
　 こゆ ノ

　東谷溶岩層 ：Hd 　耕称〕

模式地 ： 南俣川左岸，標高 L480m 伺
．
近　（L⊂）c．⊥6），

分布 ： 南俣川中流か ら ヒ流の右甲 L ノ♪布す る，

hN厚　二系勺1〔〕m ．

岩相 ：青灰色の か ん らん 石 単斜輝石 玄武岩溶岩で ある ，斑晶

は M立たな い が，まれに 普通輝石斑晶が点在す る．一
般 に塊

状 を呈 し，不税則に ク ラ ッ クが 人 る．

層 序 ：下 樽1尸溶岩層 よ り も 上位で，二 笠山溶岩層 に 覆われ る，

　南又溶岩層 ：Mm 漸 称〕

模式地 ：南俣川左岸，標高 2，〔〕OOm 付近 （LOc．17），

分布 ： 南伝川攴流，南又沢上流 の 左岸に分布す る．

層厚 ：模式地付近で約 50m に達し，東方に 薄くなる．

岩相 ：板状帥理 の 発達す る紋商な肓灰色 の 複輝石安山tSIA岩
で ある．模式地 にお い て 同質 の 凝灰角礫岩層 を挟ん で 2層 の

フ ロ
ー

ユ ニ ッ トが確認で き る．

層序 ：下樽沢溶岩層を覆 い，一．E 山裕岩層に 覆 われ る．
　 くウこ え

　鞍越溶岩層 ：Kg 〔新称〕

模式地 ： 倉越林道，標高1，］OOm 付近 （Loc．⊥8）．

分布 ； 大又川 と溝冂川 に 挟 まれ る漂高 1，20em の 鞍越高原お

よ び小股沢中流域に分布する．

層厚 ：模式地周辺で 約 140m で ある．

岩相 ：暗灰色か ら青灰色の 斜方輝石含有角閃石デ イサ イ ト溶

岩で ある．長住状の 角閃石 が 目立つ ．板状節理や 柱状節理が

顕著 に発達す る，溶岩層と同質の 凝灰角礫岩を倖み，2層の

フ ロ
ー

ユ ニ ッ トが確認で き る．

層序 ：樽沢累層下部層を覆 い，御岳 1高原 溶石 層 と三 笠山 溶劉

層に覆わ れ る．

　 王 滝溶岩層 ：Ot 〔新称〕

模式地 ：溝「」川，標高1，550m 地点の 滝 （Loc．19），

（1⊥）

分 布 ： 模式地周辺 にの み分布す る．

層厚 ：模式地 にお い て 約 151n．

岩相 ：青灰色か ら暗灰 色の 複輝石 玄武岩質安LI」岩溶岩 で あ る．

溶岩層の 上部 に細粒な輝石，斜長石斑 晶が まれ に点右 する程

度で 斑 晶 は 目立た な い が，下部は L部 に 比べ 斑晶量が多い，

下部に板状節岬 が 発達し，上 部 は塊状 を 呈す る．

層序 ：樽沢累層下盲「層を覆 い，二 iL［「蔭岩層 に覆わ れ る．

　御岳高原溶岩層 ：⊂）k ：新称〕

模式地 ：林道黒石線，標高 1，300m 付近 （Loc．2〔｝），

ガ・布 ：大又 川 ⊥ 流，樗1高1，3501n 〜1，40C〕Inf寸近 と，御 岳 高

浮地 域 に ガ布す る．

庠 厚 ：最大で 約 80rn，

岩相 ： 青灰色か ら阿
1ヒ
灰 色 の 角閃石 複輝石 安山岩溶岩 で あ る ．

1ヰ長石 は 融食形 を呈 し，苦鉄質砿物 の 斑晶は比較的少 な い ．

一般 に 板状節理 が 飛達す る が，小股沢 上流或 で は塊状ない し

は 角礫 状を 呈す る，｝容岩 と同巨の 凝灰 角礫岩層を扶み，2 層

の フ ロ
ーユ ニ ッ トが確認で き る．

層序 ：樽沢累層下部層，戦越溶岩層を覆 い，黒石原層に覆わ

れ る，
　 く E　　　 1

　黒石原 層 ：Kih 〔新称〕

模式地 ：林道 甲 有 線，標菖 ⊥，49 〔jm 付近 （Loc ．21）．

D 布 ： 模式地 周 辺 お よ び黒百 原 周辺に 分布 す る．

層厚 ：黒 石 高原で は 約 30m で ，鈴 ヶ 沢林迫沿い で は約 15m．

層相 ： 主に 固結の 良い 淡焦灰 か ら淡灰 褐 色火 rll灰 質砂を 基 貞

とす る，淘汰 の 悪 い 火 山砕屑 物か らな り，−a褐色 淡鄭灰色

火 山 灰 層か らなる 風成相を呈する と こ ろ もあ る．火 1［噺 屑物

中の 礫は 亜 角礫か ら亜円の 安山岩の 礫で，そ の 礫径は平均 4

Cln ，昂大30cm で あ る．山麓；鍵層 と し て 追跡で き る 日布沢

バ ミ ス カ 扶在，も しくは 火 山砕屑物の 基臼申 に混ざる．

層序 ：御岳高原溶岩層をes　L・　 三 笠山溶岩層に覆わ れ る，

　西股溶岩層 ：Nlll 〔新称〕

柏式地 ：鈴 ヶ IJ西股の 鈴 ヶ 沢林道，標高 L550m 付近 （Loc ．

22）．

分布 ：襖 式 地 鬥 辺 の 林道沿 い に 分布す る．

層厚 約 301n，

岩相 ：暗灰色か ら灰色の 複栂石 デ ィサイ ト溶岩 で ある，全体

L ガ ラ ス 質て　百 Jtが不j勹質で あ る，斑晶は細粒で，ほ と ん

どの 斜長石 斑晶は 不定形を 呈す る　
一
月に板状節理が発達し，

部分的 に塊状を呈す る．

層序 ：樽訳累層
．
ド部層 を覆 い，三 笠山熔岩層 に覆わ れ る，

　中股 溶岩層 ：Nk 〔新称〕

模式地 ：frJヶ 沢中股，標高 L535m 右岸 （Loc ，23）．

分布 ；鈴 ヶ択中股右岸，標高1，550 〜⊥，6〔〕Om 付近に 分布す

る，

層）享 ：糸勺20in．

岩相 ：青灰 色か らRtt灰色 の 単斜輝石 角閃石 安山岩溶岩 で あ る．

板状節理が発達す る．溶岩層の 其底 に溶岩と同貞の 礫か らな

る凝灰 角礫岩層を有す る．
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．

層序 ；樽沢累層下部層を 覆い 二 笠 山溶岩層 に 覆 わ れ る．画 股

溶岩層 との 関係 は不 明 で あ る，
　 み 　　　　 わ

　溝 口 川溶岩層 ：Mz 〔山田 ・小朴 （1988）を再定荘〕

模式地 ：ば ん だ林道，標高 1，360rll付近 （LOc，21）．

がイrl：溝 口川 中流域右岸．仁高 1，⊥7〔〕〜1，5C｝Om に 分 布す る．

1習厚 ：模式地 「1辺 に お い て 約 40m ，

tt相 ：紜灰色の 複輝石 角閃石 テ イサ イ ト1β岩で ある．艮住な

い し針状の角閃右 斑砧の 目立つ ．白基が 非常 に緻密で ，しば

しば角閃 百．輝石、小1長石か らt，る 集斑品を有す る．一・
敵 に

板状節理が 歪 達す る．こ の 節埋面に は角閃石斑晶が 密集し，

定向配列を な す こ とがある．

層序 ：魯沢 累層下部層を 覆い ，三 笠山溶岩層 に 覆 わ れ る．
　 み か

　 三 笠山溶岩層 ：Mk ⊥〜3 〔松本盆 地団研木曽谷グ ル ープ

（1985 ） を冉定義〕

　三笠山山頂 （2，256m ）を最高点 と し，南内 か ら車方に カ け

て 現地形面を形 成 して い る溶岩 を二 笠山溶岩肩とす る．本溶

岩類 は 鉱物組 み 合わ せ に よ リ複坤 石角閃石安山岩溶岩

（Mkl ）、か ん らん石 複輝石 安 rlr岩溶岩 （Mk2 ），複輝石 安山

岩溶岩 （Mk3 ）の 3種類 に区 分され る，

模式地 ：Mk ⊥1黒 石 林道，慓高 L950rl1付近 （LQ 〔lt　25），Mk2 ；

黒石 林道，標高 1．600m 付近 （L（し 26），　 Mk3 ；大又 川，標

高 1，380m 付近 （Loc ．27）．

分布 ：三笠山山偵 （2，256m ）を最高点と し，南rl嚇 ⊃ 東方に

か け て le地 形 面を 形 成 し分 布す る．しか し，Mkl ，　Mk2 ，　Mk3

の それぞれ の tt布範 囲 ぱ不 明 で あ る，

層厚 ：約 50m 以 上 で ti），最 kで 約 100rn に 達す る．

岩柑 ： 灰色 か ら肯灰 色で斑 晶の 粗和 な 複輝 石 角閃石，か ん ら

ん 石 複鱒石，複輝石 安山岩浴 岩 で あ る．　・
般 に最大粒径 1Cm

の 斜長石斑 晶が 目立 ち，斜長石 斑晶 は風 化が 近 み．自色不透

明で あ る．

層序 ： 南東か ら東麓地域 で 最 上位 1ワ億置する 溶岩層で あ る．

　　　　　　　　　南西から西麓地域

　南西か ら西麓地域の 地劇×「才 よ び断面図を 第 6 図に，LS頭

位眉を胃 1 図に 示す．

南西か ら西麓地域 の樽沢累層下 部層

模式地 ： 大川 小谷，標高 ⊥、430m 周辺 （Lo （：，30）．
分布 ：模式地 周辺S よ び ト烹沢

一
ド流 ・L疵 攻，fズ ミ谷 ・白

布谷
一
ド流域，兵衛 谷 ・

シ ン 谷 ・［三滝川本谷中流域 に分布す る．

層厚 ： 兵衛谷 周辺 で最も厚 く約 100nl，广式地周辺で約・1〔｝
m ．王滝川本谷で 約 ／〔〕m 　そ の 他 の地坂で 約 60m で あ る．

層相 ：模式地 周辺 で は 卞 に シ ル ト ・砂 ・軽 石 質砂礫層孝 よ び

淘汰の 悪い 火 Ilr砕屑 物 か らな リ．泥炭層を1丿む．ま た細枦砂

を 基質 とする 軒右 ・ス コ リア 層が挟在する．イズミ谷 ・白布

谷 ・下黒沢 ・干滝川本谷 ・シ ン谷 ・兵衙 rtblk で は，主 に 火

山灰質粗粒砂を基育とす る 淘汰 の 悪い 火 山 砕屑物か らな り，
数 層 の 溶岩層，軋イ」質

・
ス コ リ ア 質・百貞火山礫層お よび，砂 ’

シ ル ト層が挟在す る．火山砕屑物中の 礫 は 亜 角礫か ら 組円礫

で，玄武 碧 貞か ら安 山 岩質の もの が 多い．石ktfま数〜50Cm
ほ ど の も の が多い が．”

L

大 で ⊥00cm に達す る もの もあ る，基

自 中に黄灰色石冒 火山礫が 混 じる こ とカ あ る．干滝川本谷流

域で は まれ に 基盤岩 （濃飛流紋わ 栢）の 礫 を 含む，ま た，シ

ン谷 で は 本 層 基 j氏［匡に泥げ 層，基盤岩柏 （濃飛流紋岩類） よ

りなる 角礫層 （礫彳x 〔〕．5〜2Cln） か存在す る，模式地 で は古

期御岳火山以外 に糺源がぢえ られる ガラ ス 質 火 山灰 層 と して

丿
』
川 小 谷 火 山 灰 レ H が 挟在する ．兵1．1∫谷 で は rhasに鍵層 と

して追跡で き る 寒停 ペ ミ ス 1 ・rrか挟仕する．

層序 ：共 鮴岩類 を覆 】，小 切谷溶岩層．［布谷溶岩層，箱谷

溶岩層，落合溶岩層
7
覆われ る．

南 西か ら西 麓 地 域の 樽沢累層下 部層中に挟在す る溶岩層

　 下 黒沢溶岩層 ：Sk 〔松本盆地団研木曽谷グ ル
ー

プ （1985）

の 下黒汚亥武岩層を再定義改称〕

棲亠℃士也 ：　ド焦む　　布孕高 1．560in 土E［　．rk．　（T．oc．28）．

分 布 ：模式地 周 辺 に の み 分布す る．

層厚 ： 約 工Om ，

岩相 1嵐色 で 非昂 に 粮密な単斜輝石 か ん らん 石玄武岩溶岩 で

あ る　　丹
「’i
に 塊状で あ る が，部分的に 角礫状 を呈 す る．

層序
’
他 V）地域 の 溶岩層との 層序関係は 不 明で あ る．

　 上浦沢溶岩層 ：KzL 松オ岔地団体研旡 グル
ープ （⊥985 ）の

．1甫沢溶岩層を得 定 義 改FT］
較式地 ：自布 谷，慓咼 113 〔〕m 地点右岸 （Loc ．29）．

ノo 布 ：白布谷，標高1，430〜1．450mf ・1近，才よびイ ズミ谷，

標高 1，42 〔〕エn 付近 に分布す る．

層厚 ： 約 6m ．

岩相 ：黒 色で 斑 晶の 細粒 な か ん ら ん 石 単斜輝 石 玄武岩溶岩で

あ る．ド底
一
「1に幅約 lm の 柱状節理が発景する．しば しば溶

岩の 气泡中を
一
次鉱物 が 允怕 して い る．

層序 ：他地或 の 溶ia　Ttとの 層位的関係 は不 朋 で あ る．
　 　 　 に

　兵衛谷溶岩層 ：Hy 〔新称．

模式地 ：兵衛谷左岸，標高 上，740m 付近 （Loc ．31）．

分布 ：模式址 F『辺 に の み 分布す る．

層 厚 ：約 7m ．

岩相 ：黒色か ら暗緑灰色の 斑晶の 目立たない 玄武岩 』麦山岩

溶岩で ，ユlmll 以 下 の 斜艮石璃晶が点在す る．部分的に 板状

節理 が 発達する ．

層序 ：兵衛谷に お い て 標高的 に 最 も 下仕に 位置 し，寒原パ ミ

ス 1 の ド位で あ る．
　 み 　　 　 よ゚

　上俵山溶岩層 ：Km 〔新称〕

　丘 衛谷に分廊し樽沢累層下部層に 1）在1 る 8 」曽の 溶 岩層 を

il俵 ril溶岩 1曽 と し，
一
ド位よ り上 俵 L］溶岩層 1〜8 （Km1 〜8）

とす る，

上俵山溶岩層 ⊥，2，3 ：Km1 ，2、3

模式地 ： 兵衛谷，標高 1．790〜 1，810m 付近 （1．oc ．32）．

分布 ： レ式地周辺 に の み 分布す る．

層 厚 ：そ れ ぞれ 約 2 〜3nl．

岩相 ：黒色か ら 青灰色の 単斜輝石 か ん らん石玄武岩溶岩 で あ

（12 ）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Association for the Geological Collaboration in Japan (AGCJ)

NII-Electronic Library Service

The 　Assoolatlon 　for 　the 　Geologloal 　Collaboratlon 　ln 　Japan 　（AGCJ ｝

古期御岳 火 ［ilの 地 負 75

飄

　　　　　　　　　　　　　　　　　、＼ ＼
ミへ

　　　　　　　　　　　　　　　　
＼

ミ

騰 驫 濾

　　　　　　　　　　が
購

拶
　

　

匠

一

 

誇
→

ー

ト

　尸

ト　　　　　
　

「
　

「一

ゴ
　

十

　一
「
十

ー
「
「
「．
　一
司一

卜

寸

’

・
H

−

丿

寸

→一
．

−

日

＋

→・

’
「

ナ

「

ト

＋一
・

　

十

　

　

　一

　

レ　　　
　　
　　
　

ト

厂
＋

唱
＋

→」

ヨ　
　　
　
　

　

　　

　
　
’

1」
「
T

　一

ゴ
　
　
　
　
　
　ヨ

→

ー

〜

卜

＋

＋

「、

冫尸
」
ト一
1

ー

ト．

一
ト 1

ト
ー

ト

饌 轄

匿

灘
　

　

　

尸」　　
「

細冂−−
u冂−「
T

−

II
　　　　
I　　　
卜

　　
　　　　　　
ト　　　ド

累

繼
蕉

　

　　と
嘱

　

　

1一

．燃 〕勘 混罪
窪

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．謝 ＝ ニ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ー
玉只

叫 辞旨 ，　 　 　 K、

．
論 厂

一

　 十 ↑ f十
一

十 卜十
一I　 　　 　　 　　 t −＋− 1十

一1
」
x

L？elZ ） IF

：−f ＋

　　 　　 二
II
隔 拡 二晶 匹評

’−1＋ E4 ’E ” t’t ＋ t ’−tlH ”1・“ tHl

， 1

一
 雇

脚 礁 ＋ ：：二　 　 胡 L墨、1
”

，

t7ti！
：

匠
」．

痘 套

一・・
尹

＼
T再；

　　判

＼ 、1

羆

　

丶
i　

天

冑

y

廴

　　 凡 例

［］ 新期御1卸 （1［1

鄙 1

瞬 ：箱谷俗 岩層

櫻

　 　 　 　 　 　 　 　 　 イ　　 　　 　　 1　　 　　　
」
　 　　 　　 　　 　 只

1
今　滝 　　　　 恐　　　 イ

・1　　　 ・1・　　 2广 　　 程

☆稽繰鯉 響 詫謡 ヂ ：撃 腎
・

c

　 　 　 　 　 憲 隠

1
−．．．一．． 照 ｛iii高

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1km 　 〜OOm 　 O

＼

へ

端
　 　 　 　 　 　 　 B

選 墾 齢
　 　 　 面

一
5DOm 　 D

第 6 図 　南酋か ら西麓」也域 の 1［h質 図および地 贊断 画図，
Fig．6，　Ge ・i・gicai　map 　and　c・・ s・・sL・・Ll・n ・l　the　s。・thwest−w ・st・ ・n ・egi ・ n ・t　Lh・ 0 ・tltk・ volcan °

（13 ）

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Association for the Geological Collaboration in Japan (AGCJ)

NII-Electronic Library Service

The 　Assooiation 　for 　the 　Geologioal 　Collaboration 　in 　Japan 　（AGCJ ｝

7（
．

朴木盆地 団体研究グループ

る．粒1自 〜2mm の 単斜輝石お よ びか ん ，、 ／し 石 の 王妊晶 が 点

伍 し，二 者は 岩相力酒
⊥
似す る，浴岩 と溶岩 の 門に は 層厚 1 〜

2m の 黒色か ら褐色の 火 rlr砕屑初が 挟在 し，　 Km ⊥と2の 問に

は 層厚 1m 仕度の礫の点在す る 竒褐色粘土 貞火［1［灰層が 扶祟

れ る．火山灰層中に は粒彳
又 1〜 2mln の 輝石の 単結晶が 狛 占

に見 られ る．溶岩は
一
般 に 塊状で ，不規則 に ク ラ ッ クが 入 る，

層序 ：Km 　1か らKm3 まで は ぽぼ 連続して 重な り 層厚約5n〕

の 火山砕屑物 を挟 ん て Km 　1に覆わ れ る．

F．俵 1）1溶岩層 4　5 ：Km4 ，5

模 式 地 ：兵衛谷，桿 昌 1β00m 地 点左岸 〔Loc ，32）．

分布 ：杖式地冂辺 に の み 分布す る．

層厚 ：そ れぞれ約 5m ．

岩相 ：Km4 は 青灰色の か ん ら ん 石複輝石玄武 岩負女 山岩溶岩

で．Km5 は 黒色の 複輝石玄武岩質安山岩溶岩で あ る．そ れ ぞ

才借 鉄質鉱ヰ姻 晶 の量は Ki江／1 〜3 に比べ 少 な い．特 に Km

5は よ く発泡して お り，気泡が流理 に沿っ て細k くの びて い

る．　
・
般 に塊状で あ り，不 規則 に ク ラ ッ ク が 入 る，

層序 ：Km5 は 火 山 砕屑物を 挾 み Kn γ1 を覆 ）．

上俵山溶岩層 6 ：Km6

枳式地 ： 兵衛谷，標高 L84 〔〕m 付近 の 滝 （L 〔，c．33）．

分布 ：模式地 円辺に の み 分布する，

層厚 ： 約 10nユ．

岩相 ：黒 色か ら青灰 色 の 単引埠 有 か ん うん石玄武岩溶岩で あ

る．一
般 に塊状で ある が，部 ノ♪的 に 角 礫 杁 を 旱 す る．

層序 ：分布標尚か ・ Knn5 よ り上ft
’
c’
ある．

「二f去ll亅ゴ己r 岩亅再 7，8 ： Kln7，8

模式地 ：兵衛谷，標高 L910m 付近 （L⊂L．34＞．

分 布 ；兵衛谷 L900 〜1940m ｝自1床お よび 左岸に か布す る．

層厚 ：そ れぞれ約 5m ，

岩相 ：それぞれ青灰色の 玄武岩質安山 岩か ら安山石 溶岩で あ

る．柆径 ⊥mm 程度の 斜長 石 斑 品 が 点 在 す る 杠度で 斑 淵 ま目

立た な い ．　区分的 に 板状 節埋が 嘘 達す る．

層序 ：Kln8 は 暮原バ ミス U に1自：接覆われ る．

南西から南麓地域の 樽沢累層上部層

　本谷溶岩層 ：H ／i 〔新称ユ

模式地 ； 土1竜川本谷，標高 1、620rnイ・1近の 滝 （L⊂）c，35）．

分布 ：王滝川本谷，標高 ユ，610〜1，690m 河床に 分布す る．

層厚 ：約 201n．

岩相 ：黒色の 複輝石 玄武岩質安山岩溶岩で ある．Imrn 程度

の 斜長石 斑晶が点在する 程度で 斑晶は目立たない ，一
般 に塊

状で，柱状節埋が発達す る．溶岩層 L部で は 角礫状を土 する．

層序 ：樽沢累層下部層を 覆 tl．白布谷溶岩層 に 覆 わ れ る，
　 v

．t’
ざ わ

　和合沢 溶岩層 ：WgL 新 禾f：

模式地 ： ド黒訳，標高1，26C〕m 右tr，漂高L300nl付近 （L 〔：〕c，

36）．

ノ♪布 ：1 黒 沢 ド流〜中流境右岸，お よ び 上 黒 沢 下流域の 左 岸

に分布す る．

層 厚 ： 層厚 の 変化 は あ ま り 見られ ず全体 に 約 8〔〕m ．

刷 冒 ： 黒色か ら青灰色の 炉輝石 角閃 石 安山 岩溶岩 と，溶岩 と

同 k の 斑 灰 角 礁 岩 冒 の 互 層 よ りな る ．角閃石 斑晶力 目立 つ ．

模式地円辺 で 厩 灰 角礫岩を挟み，2 層σ フ ロ ー一ユ ニ ノ トが 確

記で きる．溶岩は 「｝垂層で 約 20ni以上の 厚さを もつ ，一
般 に細

か い 板状負「」哩 が 差達す る が，F部は 塊状 を 呈 しガ ラ ス 質で あ

る．

層序 1 樽沢累層 ド剖層を 覆い ，小切谷溶岩1曽に覆われ る．自

布谷冶岩層と の直接の 閏係は不明で あ る．
　 ぱ 　 　 　 　 る

　 白布沢 溶 岩 層 ：Ho 〔山 田 ・小 林 G988） を再定義、

模式地 ： ［布盆 標高 ⊥，60C〕m 付近 （L 〔⊃c．37），

分布 ； L小谷 E流域．自布谷中流〜上ピ域 イ ズミ谷流域，烹

沢 iFg流域．兵衛谷上 流域 に分布す る．

F 厚 ： E滝川 オ谷 で 約 10Uin と厚 く，南方に 向か い 薄 くな る．

岩柑 ：灰色か ら青灰色 の 角 閃石 複缸石 安 山岩溶岩 と，溶岩 と

同b
’
　U）；i

．’
灰角礫岩 の 互 層よ りな る．斑晶が 粗粒で 斜長石 斑晶

と輝石 ・斜長石 の 集斑品が 目立つ ．溶岩は単層で 約 3〔〕m 以 ヒ

の 厚さ を も っ て お ，），　 般 に板状節埋が発達す る，

層序 ；樽沢累層下部層を覆 い，小切 谷溶岩層，上 小 谷層に 覆

わ れ る，

　 小切 谷溶岩層 ：Kd 、松瀦盆地団研木曽合 グループ （1985 ）

を 再定峩

樽・式瓧　L黒 沢 ⊥流の 御岳林道，標高L360m 付近 （Loc．38）．

分布 ： 模式地周辺お よび 廿尉R両岸，下黒 沢 屯 戎右岸，イ

ズミ谷 上 亢域、大 川 小 谷一L流域，上 滝川黒沢中流域 に 分布す

る，大川 r 卜谷 E流 で な だ らか な 地 形面を 形成 して い る，

層厚 ： fズ ミ谷で 約 151n，他の 地域で 約・10〜50m で ある．

岩相 ：黒色か ら青灰色の 粁純百玄武ギ質安山岩溶岩 と，溶岩

と 冂 巨 の 凝 灰 角敏岩 よ り な る．白布谷溶岩層に比 べ ，苫鉄質

鉱物斑晶が 目、fiた ない．一
般 に板状節埋 が 港達す るが，上 黒

汗流残で は 角礫状を十す る，下黒沢中流域で 1 層，卜黒沢地

域で 3 層の フ ロ ーユ ニ ッ トが 惟認で きる．

層序 ；モ 滝川 黒 訳で は 自布谷溶岩層 を覆 い，上 ’∫・谷層 に覆わ

れ ろ．南麓で は和合沢溶岩層を 覆い ，箱谷溶岩層；覆わ れ る．
　 み 　

　
　 ，L

　．と小谷層 ：KkL 〔松本盆地団研木冑谷グル
ー

プ （1985 ）を

再 定 義」

杠式地 ： 自布谷 ド流の 左岸，標高 1，5〔〕Om 付近 （LOc．39）．

分布 ：南西か ら西麓の 各沢の 中流か ら上流域 に分布す る．

層厚 ： ド黒 沢 地域，ヒ小谷流域で 約 10m ，下小谷，イズ ミ谷

及び白布谷流域 で最大約 4〔〕m ，干滝川本谷，黒扶流域で 約

1011／，兵衛谷流域で 最大約2m ，シ ン谷地 域で 約 4m で あ る．

層相 ：模式地で は 淘汰の 悪 い 火山砕屑物を主体 とし，シル ト・

砂繊 の よ ）
て泥 炭 質 シ ル ト層 を挟 む．まプ　数層 の 軽石質な 降

下 テ フ ラ が挟在 す る．火山砕屑物は雑多な礫種で構成され，

亜角礫か ら叫 円鳳ガ多い．そ の 他 の 地域で は淘汰 の悪 い火 山

砕屑 物が ；1体 とな り、そ の 基頁中 に b 軸方向 に 伸張 し た 烹 雲

丹 を 含む 巾 白色か ら白色の軽石 も し くは黒雲母 の み が 散在す

る．山麓に 鐙層 と して 追跡で きる 自布沢パ ミス が 扶在す る．

層序 ：
一・

般 に 白布谷 溶岩屏 ℃ 優い ，箱谷溶岩層 に覆わ れ る．

（／．1）
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　イズ ミ谷溶岩層 ：Im 〔tJI　Ttl〕

模式地 ：イ ズ ミ 谷、慓高 L660m 地 点の 滝 （LQc．40）．

層1亘 ：糸勺上51n，

岩相 1青灰色 の か んらん 石 含有複輝石 安山岩溶岩で ある．琉

剖
’k比較的細粒 エ 苫i丿鬲鉱物 が 目立たな い，板状節理が 迫 g

に 飛達する．

層序 ：上 小谷層を覆 い、箱谷溶岩1酬 覆わ れ る，

　箱谷溶岩層 ；ITし 〔lh田 ・・卜林 （1988 ） を 再定義

模式地 ：箱谷，標高 1，790m 地点の 純 （LQC ，41），

か布 ： 西麓か り 南麓各沢 の 中流域 に広 く分布する．

層厚 ：50rn以上 で，模式地 門 辺 〔は 最大約 1501nに達す る．

岩相 ：青灰 色か ら灰 色 の 角閃石 複輝石 安山岩か 　デ イサ イ ト

溶岩 と，溶岩 と 同昌の 凝 灰 角礫岩 と の 互 層よ 1りなる，斜長石

斑品が目立 つ．顕著に 板状節理が発達す る．

層序 ：広範囲で 上 小 1や層 を 覆 ），
　 　 　 Y．
　三 浦山溶岩層 ：Mu 湘〒称〕

枳式地 ： ｛滝川 木谷，標高 1，970rn　l．ff，，保高 2．000m 付近

（L ⊂〕c．42）．

分布 ： E滝川 ず谷上 治 左 岸． E滝川 黒 沢．ヒ流 ・自布谷 上流右

岸の 標高1，950 〜2，050m イ・1近 1 こ分／iiする．

tti．）享 ：宗勺20m ，

岩相 ： 黒色 か ら暗青灰 色 の 斜方輝石 含有か ん らん 石 単ガ［輝

石 玄武 岩 溶岩 で あ る． E冂匡は 赤褐 色lm灰 角礫 岩層 か ら な る，

層序 ：
矧 谷溶岩層を覆い ，上黒 沢溶 仁 層に 覆われ る，

　黒滝溶岩層 ：Kt．「折称丿

模式地 ： 滝越併用林道，標高 ／，3　tt　Om 地点 （Loc ．43）．

力 布 ：模 式 地 用 辺 に の み 分布する．

〕曹1与1 ： 糸｛J35nユ．

岩相 ：暗肩 灰色の 亅杤 純石含有かん b ん石単斜輝石玄武岩溶

岩で あ る ．小1長石 斑 晶の 径は 0．5mm 行とほ とん ど目立た な

い が，まれ にか ん b ん 百 の 斑晶が 見 られ る，

1曽 序 ：上 小谷層を覆 い．ヒ黒ll、溶岩盾に覆われ る．二 浦「［r濤

岩層 との 関係は不 明で あ る．

　 上 黒沢溶岩層 ：Kk 　 Lsh　lt

ll
凵
i式地 ：上黒沢 ト流，標高1，750mf ・J近 （T．⊂｝c．4D ．

分布 ：西 麓か ら南詫で，なだらか な地形面を幵
／
成し分布す る．

層厚 ：80 〜10〔〕IIIで ，模式地周辺で 最大約 150m に辻す る．

岩相 ：暗灰 色か ら緑灰 色の 単斜輝石 含有斜 方輝 石 角 閃石 デ イ

サ イ ト溶岩と．溶岩と同質の 礫で柄成 され る厩 灰 角疎岩の 互

層よ Uな る．洛岩は 単層で 約30m 以 ヒの 厚 さを も’ ，板 阪即

理力 凶 著 に発達す る．角閃石 お よび斜長石 斑品 が 見 られ，石

基は 」「常 に緻密で あ る．

唇序 ：三 浦山溶岩層を覆 い，西 麓で 落 凵 溶岩層に，南西麓で

御岳休道溶岩層に 覆わ れ る．

　落合溶岩層 ：Oc 〔析 称，

模式地 ：椹谷 卜流 シン 谷，標高 1，7501n の 滝 （Lo （
1，45）．

分布 ：上 俵山山頂周辺か ら角助山圄辺にか けて ノr布す る．

層厚 ：．E俵山か ら西方 に向か っ て厚 くな る傾向が あ り，山頂

（r ）

付近で は約 5011／　シ ン谷 付 近 て 約 lootn で あ る，

岩相 ；黒色か ら紫 灰色 の 複輝石 安山岩溶岩 と，溶岩 と同質の

疽 灰 角媒岩よ・）なる，ト
1
文状節理が発達す る．斑晶量は 比転的

少な く 斜・長百と輝石 の 集斑晶が 目 上ち，石 基 ま牧密 で ある．

層序 ：上 黒 沢 溶 岩 層 を 覆 い，御岳林道溶岩層1 覆わ れ る．

　滝越溶岩層 ：Tgl 松木盆地団研木曽谷グ ル
ープ （1985）を

再定義

根式地 ： 組 越併用林道　標高 L42011L付近 （LOc 、4f
’
）．

分布 h照 1 東俣上 流攻お よび下黒沢 中流域右 r ＿分布 す る、

層厚 ：最大で約 80m ．

岩相 ：黒色か り 暗灰色の 角閃石複輝石 安 lrl岩溶岩で ある．音1；

分的に 板状節理 が 発達iす る　細 ネ な，爿長石，角閃百 才よ び輝

石斑晶力わずか に肉眼　観察 で き る．

層序 ：上 黒沢浴 岩層を 潭い，仰乕林道浴岩層に覆わ れ る．

　御岳林道溶岩層 ：On 〔新称〕

模式地 ：滝越併用林Ltti」 い ，標高 1，370m 　f・1
．
近 （Loc ．47），

分布 ：下黒沢 と 上 黒沢 に挟まれ る尾根 L，衵谷とイズ ミ谷 に

挟まれ る 尾根」：に分布す る．

1曽厚 ：ff大で 約 8〔〕m ．

岩相 ：黒色か ら緑 灰 色の 複輝石 デイサ イ ト溶岩 で あ る，長柱

状か ら円舟 状 の不透 明 で 大きな斜長石斑晶が目 、ILち．石基 ま

非常に緻密で ある．板状ま たは柱状南理 が 唄書に 発達す る．

層 序 ： E黒沢溶岩層 を 覆 い，南酉 麓 地 域 で 最 E位に 位置する．

棋 ｝ 溶牙層 との 直r
．
の 関係は不明で ある．

　 ド　 　 　 ゴ

　椹谷溶岩層 ：Swl 耕称〕

模 式 地 ：椹谷 1流，標高 1560m 付近 （Loc ．・18）．

分布 ： 上 偉山 周辺か ら 西方 に 広 く地 形面 を 形 成し分布す る．

膤厚 ： 西方に 向かっ

『一
層厚を 増 し，最大で 約50m に 達する ．

岩相 ：青灰 色か ら暗灰 色の 複輝石 玄武岩 R 安 山垢溶岩で あ る．

，fl長 在 斑晶 の 定向配列力 観察で き る．苫鉄質鉱物 は 肉眼 で は

ほとん ど見 られ な い．部が的に 板状節理 が 発達する ，

層序 ： 西慮地埃で最上位に位b する 溶岩層で ある．

　　　　　　　　　　　北麓地 域

　北麓地域の 地質図才 よ び断面図 を第 7 囚 に，露頭位置を第

1図 に示 す，

北 麓 地 域の 樽沢 累 層下 部層
　　　　　　　 タ
模式地 ： 千間樽沢，標高 1．6〔〕011〕地 点 右岸 （Loc ，4g），

／ナ布 ；北麓地域の 各沢の 中流か ら 上流攻 こが 布す る．

層厚 ：冷川 と千 間樽沢 に 抄 まれ る 地域 で は約 80〜250m ・小

樽訳 と 内 ヶ 谷川 に挟 まれ る地域で は 約90m ，流葉谷支流と r買

俣谷 に拝まれ る地域 で は 約 60 〜 18C）m ，濁肖 ス キ ー．
場周辺

地 撲で は 約 80m 　草木谷で は約 3〔〕m で あ る．

層相 ：
一
ドに固結 の 良い 褐色か ら暗灰褐色の火 山灰 質粗粒砂を

丿，
t質 とす る，淘汰 の 声 1火 山砕 屑物 か らな り，砂層，シ ル ト

層が 挟在す る、火 1．LI砕肩物中の 礫 は亜 角礫か ら亜 円礫 で，灰

色か ら暗灰色 の安 i［」岩礫が多く，比較的多孔質で．輝石斑晶

の み られ る もの が多い．礫彳
又 は 数

〜20Cm ほ どの もの が 多い
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が，最 大 で ⊥50cm に 達 す る も の も あ る．礫層の 基 質 には、黄

褐 か ら赤褐色の ス コ リア や 輝石 の 単結晶 が混 じ る こ とが 多い

本層の F底部で は，シ ル トと砂の互 層，斜交葉埋
・
平行葉呷

の 発達する砂層・砂礫層，柴理 の み らtlる亜 円礫層が卓越 し，

湖成ない し河 成堆積物の 様相を 呈 す る．また，薄 い 溶 岩 層．火

砕流堆積物を数層挟在 し，ス コ リ ア 質火山礫層 ・軽石 質 火 山

礫層 ・石質火 山礫層 ・火 山灰 層な どの 降 ドテ フ ラを 多 く挟仕

す る．降下テ フ ラ は下部に 黄白色の 軽行 質の もの が，1一部に

亦褐色 か ら黒色 の ス コ リア 質な も の が 卓越す る．

層序 ：基盤眉類を覆 い，北東麓 で 日和 田溶岩層に，北西麓 で

尾原溶岩層，高根溶 岩 層 に覆わ れ る．

北 麓の 樽沢累層下 部層中に 挟在す る溶岩層
　 く　 る b

　胡桃溶岩層 ：K し1 ［新称 ：

模式地 ； 眞 俣谷，標高 1．550m の 胡桃大滝 （Loc ．50）．

分布 ：東俣谷中流、慓高 ⊥、490 〜⊥．540Ln 付近 と，眞俣谷中

流．標高 1，460〜1．60〔〕m 付近に 分布する．

層厚 ：約 20m だ が，氷端部で 厚 く約 40nL で ある．

岩相 ：灰 色 か ら 青灰色 の 斑品 が粗粒 な 複岬石 玄武岩 ln’安山岩

溶岩で あ る．輝イ」 斑晶が 点在す る．一
般 に板状節理

・
柱状節

理が 発達す る が，塊状 を 早す る こ ともある．

層序 ： 北麓 の 樽沢累層 ド部層に 挟在す る 溶岩層中で，最下位

の 溶岩層で あ る．
　 ult1’n．Ltt
　千間樽溶岩層 ．Sg 〔［LIH「・小 林 （1988） を 再定義〕

　千間樽沢，小樽沢 に分イrJし，樽沢累層
一
ド部層に挟在す る 2

層の 溶 岩 層 を
．
「間樽溶 岩 層 と し，下位よ り f間樽溶岩 層 ユ，2

と す る．
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模式地　 F問榑沢河床，標高 1，660m 地点 （LQC．5／）．

分布 ：
．f問樽沢 ・小樽沢 の 中流か ら上流域 1 こ分布す る．

tM厚 ：そ れ ぞれ 約 5 〜7m ，

岩相 ：それ ぞれ の 岩相は酷似して お り，有灰色か ら灰色 の 緻

密な か ん らん 百単斜輝石玄武岩溶右で，斑尸は一
般 に細植 で

目立 た な い が，輝 石斑 晶 ・か ん らん 石 斑 晶が 点在す る．2層

の 沁岩層は 層厚 ／0m 前後 の 厩 灰角礁岩層 を挟み連続 して み

られ る，それぞれ塊状を呈する こ とが 多い が．板状節埋がみ

られ る こ とも あ る．小 十” ，t丿 こ分布す る も の は単層で あ り，層

柑 が 酷 似 して い る た め に 区別す る こ とが で きな い．

層序 ；胡桃溶岩層よ 〕上位で ある．

　東俣谷溶岩層 ：IIln ：新称，1〈10k’i　et 　al．（1998 ） の 千間

樽溶ttに相 当 す る 〕

　樽沢累層下部層に排在 し，眞伊谷，束俣谷，布川 d 布す

る 2 層の 溶岩層を 東俣谷溶岩層とし，ド位よ り束俣谷溶岩層

⊥，2 とす る，

模式地 ：眞俣谷河床，標高 1，780n ］地 点 （LOc ，52），

分布：眞俣谷の 標高1，750 〜1，78〔｝m 付近．東俣谷 E流⊥．780m

付近、布川中流找右岸 に 分布す る．

層厚 ：そ れ ぞ れ 約 5m ．

岩 相 ：そ れ ぞれ の 岩相は酷似 してお り，灰 色か b 口
立
灰色 の 緻

密なか ん らん石 単斜輝石玄武岩溶岩で あ る，．一般 に斑 品は細

粒 で N立たない が，輝石斑晶・か ん らん石 斑岾が 点在する．2

層の 溶岩層は 層厚 3 〜5in 前後の 凝灰 角礫岩層を扶 t＄連続 し

て み られ る．布川 に分布す る も の は甲層で あ り，層柑が酷似

して い る た めに どちらか に 区別す る こ とは で きない，

層序 ： 胡桃溶岩層よ り 吋立で ある．千間樽溶岩層との 関係は

不明で あ る．

　小樽沢溶岩層 ：Sd 二新称〕

E莫ヱヒ地 1 ／1蹄尊業尺，標高 ⊥．630 ［n ／i…岸，標高 ⊥，690tn 士也He，．（Loc．

53）．

分布 ； 小樽沢中流域 の 左 岸 に 分布 す る．

層1ミ ：辛勺3 〜5n1，

岩相 ：灰色の 緻密なか ん らん 石 単斜輝石 玄武  1合 岩で ある．

斑晶は細粒 で 目立 たな い が，輝石 斑畆が 点在す る．上半部 は

塊状を呈 し，下半部 は板 ［犬節埋かみ られ る．其 底部は角礫状

を呈 する．

層序 ：分布標高か ⊃判断して 東俣溶岩層より上位 で ある．

北麓地域 の 樽沢累層上部

　 日和田 溶岩層 ：IIw　〔新称〕

模式ユ也：幕岩川，標高 L480111左片毛，標高1
一
130111」也，点　（Loc．

54）．

分布 ：冷川 と芹岩川，幕岩川 と千閙樽沢 に扶 まれ る地域で．標

高約 1，50〔〕〜 1，550m の 面を il成して 分布す る．

層厚 ：下流域 こilliか っ て 厚 くな り，最大で 80m に 達する．

岩相 ： 灰色か ら紫灰色の 復輝石玄武岩質安 山岩溶岩 で あ る，

斑晶が糊粒で 輝石 斑 iiが日立っ ．一般に板状節理が鳶達する

が，塊 状 を 呈 す る 地 桟 もあ る，

層序 ：縛沢累層 ド部層を覆 い，馬里溶髪層に覆われ る．
　 　 と

　 馬里 溶岩層 ；Um 〔新祢〕

模式地 ：幕岩川支治　標高 1、560m 地 点 （Loc ，
−
5），

分布 ：冷川 と券岩川 に 扶まれた地域 で，怦戸約 1，600 〜

IJOOrnの 面を形成 して ノ♪布す る，

r曽 厂享　　：　糸勺’空Orrl，

岩相 ：青灰色か ら灰 色の 複輝石 安 山岩溶岩で あ る，輝石 斑叩

が点在す る．仮状節理が 発達す る．

層序 ： 口和 田溶岩層を覆 い，幕岩 ド溶岩層に覆わ れ る．

　幕岩川溶岩層 ：Nlg 〔山 田 ・小林 〔1988） を 再定義〕

模式地 ：幕 岩川，標高ユ，480m 左岸，標高⊥，580m 地黒 （Lc）c，

54＞．

分 布 ；幕岩川 と 千 問樽沢 に 挟 ま れ た地 域 で 1票高約 1，60 〜

1，7δOIIIの 面を形成 して 分布す る．

層「享 ： ド流坂 に向力 っ て 囀厚を増 し，最大で 80m に達す る，

岩相：灰 色か ら紫灰色 の 角閃石複輝石デイサ イト溶岩で あ る．

基底部は塊状 を呈 す る が，　
一
般 に板状節理 が 発 達す る．節 理

に 沿っ て 斜長石斑晶が定向配列 して い る．

層序 ： 日和田溶岩層と馬里溶岩層を覆う．

　眞イ昊谷 溶岩層 ：Sm 　〔新称〕

漠式地 ： 直 俘谷，標高 L770m 右岸 （しoc ．56）．

分布 ：模式地 に小分布して い るだ けで あ る，

「广7）享 ：糸く丿151n，

岩相 ：緑 灰 色か ら灰 色の 複輝イコ安 由岩溶岩で あ る，石 基 は 緻

密で 輝石斑晶か H立 つ．阪状節埋か 歪達す る．

層序 ： rL原溶岩層よ り
．
ド位で ある，

　尾原溶岩層 ：⊂）b 〔耕称：1

便式地 ：東俣谷．標高 1550m 左 岸，標高 1，660rl／地 点 （Lo⊂，

57）．

刀 布 ： 眞俣谷と布川 に挟まれ る地域の 尾根 上，ギ よ び 小樽沢

と流葉谷 に挟 まれ る地t2で ，地形 面を形 成 して 分布す る，カ

ラ谷中流 慄高約 1，730in　｛・1近で 内座層 と して 分布す る．

層厚 ：約 40m ，

岩相 ：灰色の 角閃 石安山岩溶岩で ある．石基が緻密で 長住状

の 角 閃 石 斑 晶 が H 立つ ，基底部は角礫状か ら塊状 を呈 す が，
・
般に板状節理が顕著 に 遥達す る、模式地 にお い て は柱状節

岬もみ られ る．

層序 ：宅 に樽沢 累層下百卜層 を覆 い，ド流域 で 基盤岩類 を 覆 う．

　高根溶岩層 lTn 〔新称〕

模式地 1 布川，　標「高1，800m 左 1景　（L （xc ．58）．

分布 ：布川 と流葉谷支流 に拝まれ る尾根 Jt，および 濁河 ス キ

ー
上
日

付 近 の 尾根 上 に 分布す る．

層厚 ；約 30m ．

岩相 ：暗灰色か ら暗緑灰色の か ん らん 石複輝石 安山岩溶岩で

あ る，輝石 斑 晶が 点在 v ，輝石斑晶と斜長石斑 晶力集斑状を

呈 する．阪状節理が顕菩に ノE達す る．

層序 ：尾原溶岩より上位で，tに樽沢累層下。 K層を覆い ，ド

流域逸 直抜基盤岩類を 覆 フ，

（／7 ）
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　朝 日溶岩層 ；As ，祈称〕

模式地 ：県 追 135 弓線沿 い，慓高約 1，88〔〕m 地点 （L 〔⊥ ，59）．

分布 ：模式地周辺 にの み分布す る．
t曽厚 ：杖式地 に才

’
いて約 10rn，

岩相 ：青灰色か ら灰色 の 角閃石 複弊石 安山岩溶岩で ある．斑

晶が H 、

「
f一た ず，細粒な 輝右 斑晶が わずか 1 み ら れ る ft1“ で あ

る．一一
服

7

板状節理がみ られ るが．塊状を旱す こ ともある，

層序 ：高根溶岩層よ リ E位で あ る．

岩石記載

　モ
ード維成 お よ び岩石 の 組織 を 第 ⊥表こ ま と め て 不 す．

モード組成は，1サ ン ブル に つ き 0．32mm 間隔で 1、000カ ノ

ン ト以 卜測定 した，測定 した サ ンプ ル に は 斑晶 とtlR が 明 瞭

に区 分で きる もの と．結晶の 大きさ力漸移的で 凶 川が不明瞭

な 岩石 が あ る．区 ガ
・
の 不明瞭な も の に つ い て し お お よ そ

0．051111n以 ドを石 其 とした，柑沢 累層中の 溶岩層の 特改 を以

Fに 簡単 に 述べ る，

　斑晶鉱物として 斜長石，単斜輝石，刳方緯石 ．か ん らん石 ，

角閃石．不透明鉱物が存在 し．石芙　黒雲母 ま存在 しな い．

　樽沢 累 層 中の 溶岩は 無斑 晶 質 ！こ近 い もの か ら、斑 晶 が・1　O　Y．

を 宀め る もの まで 多様で あ る．斑晶 に 才 する 芒鉄／／　 ］k十凵
組  

もわ せ は，か ん らん 石 ＋ 単斜輝石，か ん らん 石 ＋ 単斜輝石
．1

斜方輝石，単ホ i輝石 † 斜方輝石，単斜輝石 ＋ 斜力紳 召 ＋ 角閃

石，斜方輝石 ＋ 角閃 石，角閃 右 ・ 単斜輝イ」，角閃 石．か ん ⊃

ん石 ＋ 単斜輝石† 斜方輝石 ＋ 角閃石て ある ．玄武岩 貝 溶岩は、

か ん らん 石 と単斜輝石が，デイサ イ ト臂 溶岩は斜方輝石 と角

閃有 が苦跋質斑晶鉱籾の 多くを 占め る．

　斜長行 斑晶 に は汚濁帯を もつ もの が 多く．しば しば累帯構

造を示 し，ガ ラ ス 包有物をもつ ，輝石斑晶は 自形の もの が 多

く．まれ に斜方輝石 と 単斜輝石 が 平行連晶 して し た り，斜方

輝E を単斜陣石 が 包有弓 る もの もあ る．か ん らん 右 斑晶 は 自

形 の もの 力 多い．まれ こ湾入状に 融食され た もの が 兒ら れ る．

角閃石の多くはオパ サイトの 反応縁を持ち，完全にオバ サイ

トに置換 され て い る もの もあ る．不迂明鉱物は細粒で 全て の

。式料 に 少 冒1 （約 3 ％ 以 F）含 ま れ る ．燐灰 乳1は 安山 岩か らデ

イサ イ ト質溶岩中 に頑 者 に含 まれ る，多 くの 場合微斑晶 と し

て 斜長右 中 に包有されて い る か，ある い は斜 長石、輝石 ，不

透明鉦物な どの 集斑晶 に と もなっ て 存在す る こ とが多い ．ま

れ に単独で 斑晶サ イ ズの もの も 兇られ る が ，モ
…

ド紐成で は

石 某 に含め，そ の 存在の み を示 した．主 な 石 基釘初 は斜長石．

単斜輝石．斜方輝石，磁鈔鉱．ア パ タイ トで あ る．

火 山灰鍵層

　　　　　　　 火山灰 鍵層の 産状と分布

　樽沢累層中に 挟在す る 降 ドテ フ ラの うち，里宮パ ミス ・寒

1ヴパ ミス 1 ・H ・皿，白布沢 パ ミ ス は，山麓の 各地 域の 中部

夏新統を っ な ぐ鍵層 と して 有効で あ る （第 3 図 ）．ま た，古期

御岳火 山以外が給源と与え られ る ガラ ス 質 火 rl灰 層 も記載す

る、

樽沢累層 下部層 中に狭 在 す る 火 山灰 鍵 層

　里宮パ ミス ：　StPm　L松本盆地団研木曽合グ ループ （1985）

の 昔 ヘ ミを再定義改称〕

枦式ILI： rこ滝村 軍宮，標高1．070rlコ付近 （Loc ．11）．

分布 ：模式地 イ

’
よ び南fv川 （L 〔）c．5），林道黒石 原線 （L ⊂｝c．

6〔〕），溝［1川 （Lc）c．61），鈴 ノ
厂 沢中股 （Loc ，62）に 分布す る．

層厚 1模式地 で 130cm 以上 （ド隈不明），南f大 川で 約250cm ，

林道黒石原稼 沿 い で 約45crn，溝 日 川 で 約 245Cln．鈴 ケ沢 で

約 160cm で あ る．

層相 ：淡黄自色か ら 自色の 角閃石を多く含む軽石屠で あ る．

軽石 の 植径は平均 Lcm ，最大 3Clnで軽行自体は風化 して お

ウ 火 山 ガ ラ ス は ほ とん ど残 っ て い な い ．角門石 の 形状 は柱状

か り短 冊状で あ る．粒径 1 〜2 ⊂m 程度 の 紫 灰 日色安山岩 噛

火 ［凵礫 が散在 し，−L部ほ どそ の 含有量が多くなる， ・
般 1 基

日 を欠 くが，南｛7川 で は 上部約 80cm に，溝 口川 で は 下部約

20cm にA
，
　g と して灰褐色か ら灰色の 細杜火山灰が み られ．る．

林道黒石原線沿 い で は 傾斜20
’
ほ どの基生 右の 斜面 を覆い 風

成堆積相 を 呈 する．

層序 ：模式地，林道黒石原線沿 い で は鞍越溶岩層 よ り下位で，

南俣川 で は 中又溶岩層 よ り 上位 で ，潅口川，鈴 ヶ 沢 で 王滝溶

岩腎．目i股溶岩唇　西股 溶岩層の 下位で ある．

　大川小谷火山灰 Il （：1〈rI 〔新称ユ

模式地 ：大川小 谷の 御鼠林道．標高 1，430m 地点 （Loc．30）．

分布 ：模式地 と林道樽沢線 （Loc．63） に分布す る．

屏厚 ；襖式地 に おい て 12Cm ．林道樽沢線で は径 2〜3cm の

ダ ン ゴ 1厂π
ある．

層相 ：灰白色 ガ ラ ス 質ノ（山 灰層で あ る．模式地で は h半部 に

菜理 が 見 られ る，

層序　模式地におい て 小切谷溶岩層の 下位 で ある，林道樽沢

線 で は，里 宮 パ ミ ス よ り上位，鞍越溶岩層よ り下位で あ る．

　大川 小谷 火 山灰 1 ：（
．
）ktl 　「新利

懊式地 ： 却［1小谷の御1岳林道．標高 1．430m 地点 （L   ．30）．

分布 ：模式地周辺 に の み 分布す る．

噛 厚 ：エ厂 大 5しm の タ ン ゴ 状 で あ る．

層 相 ；淡灰 白色ガラ ス質火山灰層 で ある．

層序 ： 大川小谷 1火山 灰よ り一L位 で，小切谷溶岩層よ り下位

で あ る，

　溝 口 火山灰 1 ：］lz亡 1 ［tE称〕

キ莫∫ti也 ：溝 iリli左1
「
宀，　標高 1，330111士也荒ミ　（Loc ．64），

分布 ：模式地 の み に 分布す る，

層 厚 ：厚 さ 5 〜⊥Ocm 、

層相 ：淡黄白色ガラ ス質火［1」灰層で ある．下部 1しm は粗粒．

層序 ：里宮ハ ミス より上位で，溝 口 火山灰 矼 より ド位 で ある，

　溝 口 火 山灰 且 ：Mzt ［ 、新称〕

模式地 ：溝 口 m 左岸，標高 工，340m 地点 （Loc ．64）

分布 ；榎氏地 に の み 分布す る．

層厚 ：厚さ 5 〜10しm ，

（18 ）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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域 地<TAB>南東から東麓 地域<TAB>南 西 から西麓地域<TAB><TAB>北 麓地域 第1 表、
溶岩

層 の岩石記載および放射年代． Loc ：試料採取位 置．モ・一ド；P］： 斜艮石，　 Ol；かん

ん石，　Cpx：単 斜輝 石，　 Opx：斜 方輝 石，　Hb ； 角 閃石，（： ）pq ： 不 透 明 鉱 物、 　Ap ；燐「ゾ 《 石， 絹 織 ： P： 斑 晶， 　 ap：ア ブでリ汐，　po： ボ・一フ

リテ ィック， 　 G ； 石
基is ： イン ター サ ー タル ，

　ig 　lf ン タ ー 一グ ラニ ュラー 、hp ；ハ
イ
ア ロヒ リティ ． ソク， 　p し：ピ U タキ テ て ック

モード 組成 で 一 は 存在 しないことを 示し ． 存在す る ものの ほとん ど 計 測 され ないも
は0．〔〕で示してある，＋は量比を問わず存在する

こ
とを示す． Table　1．　Petrographie　pt’uperties　afid　radiometric 　agcs　of　ia＞as，　Loじ：Samphnglocahty 、　mude ；Pi ：plagkoclase，　

；　
oliv 　ine，　Cpx：

clinopyroxene
， Opx ；c．）］−

thop ＞ ’i’ oxene、Hb；hornb］ende．　Opq ：叩 aquc 　millera 】．Ap：apatitc ．］℃xturc；P：phenoeryst，　ap：aphyri
C　 po：porphyritic．　G：groundmass， is：interserta1 ，ig：intergranular，　hp 　r　hyalopiliLic ，　pt： pilozaxitic ．一：does 　not 　cxisl．〔｝．O：hardly　measurablc．十

exis

　 regardlcss 　 of 　a 　 quantity ・ （
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フ

層相 ：淡黄白色ガ ラ ス 質細粒火山 灰層で あ る，

層序 ：溝 冂 火rlr灰 1 よ り上位で，鞍越溶岩層よ り下位で あ る，
　 か ん ば り
　寒原パ ミス 1 ：KbPm − 1 〔松本盆地 団 研 木曽谷 グループ

（1985）の 黄パ ミ 1を再定義改称〕

模式地 ：湯川中流，標高 1，310m 地点 （Loc．3）．

分布 ：模式地周辺 お よ び兵衛谷 上 流 （L⊂〕c．31） に 分 布 す る．

層 厚 ：模式地 で約 70Cln，兵衛谷 で 約 200Cm で ある．

層相 ：黄白色の 角閃石 を多く含む軽石層で あ る．軽石 の 粒径

は平均 lcm ，最大 2Cm で ある．粒径〔｝．2〜 iCm ほ ど の 肯

灰色安 山岩質火山礫 を含む．角閃石 の 形 状は t−r状 の も の が 多

い．模式地で は 基質を欠くが，兵衛谷で 上半部は灰褐色火 Lll

灰 を基質とす る．

層序 ：摸式地 にお い て 湯川溶岩層 を 直接覆 い，寒原パ ミ ス II

の 下位で あ る，兵衛谷で は 兵衛谷溶岩層の 上 位で ，E俵山溶

岩層 1の 下位で あ る．

　寒原パ ミス H ：KbPrn ．
　ll 〔松本盆地団研 木曽谷グループ

（1985 ＞ の 黄パ ミ H を再定義改称〕

模式地 ：湯川 中流，標高 1，330m 地点 （Loc ，3）．

分布 ： 模式地およ び兵衛谷上 流 （Loc．34） に分布する．

層厚 ： 模式地 にお い て 200cm 以 上 （上隈不 明 ） で ，兵衛谷

で は約100cm で あ る．

層相 ：黄白色の 角閃石を多く含む軽石層で ある，軽石は風化

して お り，そ の 粒径は 不 明瞭 で あ る が，お お よそ 1〜2Cm

で あ る．橙白色軽石が 散在する．斑晶の 細粒な深 成岩礫 が 点

在 す る，角閃石 の 形状は 針状の もの が多い．

層序 ：模式地に お い て寒原 パ ミ ス 1 の ヒ位 で，分布 か ら寒原

パ ミ ス m よ り下位 で ある．兵衛谷で は ［t俵山層 に 挟在 し，上

俵山溶岩層 8 を直接覆 う．

　寒原 パ ミス 皿 ：KbPln 一皿 〔松本盆 地団研木曽谷 グル ー
プ

（1986 ）の 黄パ ミ皿 を再定義改称〕

模式地 ： 見晴山荘裏，標高 1，630m 地点 （LQc ，／3）．

分布 ：模式地周辺およ び白川 上流 （Loc ，65） に分布する．

層厚 1模式地にお い て約 100cm で，白川で は約 80Cm で あ

る．

層相 ：黄 白色か ら橙色の 角閃石を多 く含む軽石層で ある，軽

石 の 粒径 は 2．5 〜8cm ほ どで あ る．軽石 は 風化 して 粘土 状

にな っ て お り全 体的 に レ ン ズ状 に つ ぶ れ て い る．粒径数〜8

cm の灰色か ら青灰色安山岩質火山礫が点在す る．角閃石 の

形 状は 針状の もの が 多 い，

層序 ：寒原パ ミス 皿 よ り 1二位で．見晴 溶 岩 層 に覆わ れ る．

樽沢累層上部層中に挟在する火山灰鍵層
　 ほ フたるざわ

　白布沢パ ミ ス ：HtPm 〔松本盆地団研木 曽谷 ゲル
ー

プ

（1985 ） の ヒ ネク ロ を再定義改称〕

模式地 ： 白布谷，標高 1，470m 左岸，標高 1，6001n地点 （Loc ．

39）．

分布 ：南西麓か ら西麓およ び南東麓 にか けて 広 く分布する．

層厚 ：模式地 周辺 に お い て 約 580Cln で ，そ の 他 の 地 域 で は

数 Cln 程度 も し くは礫 層 中に散 る．

層相 ：自色の 黒雲母を含む軽石層で あ る，b軸方向に伸張 し

た 黒雲 母 を 含む こ と が特徴 で あ る，模式 地 周辺 で は褐色粗粒

火 ［［亅灰 を基質とし，粒径 工〜2cm の 白色軽石 を本質礫 とし，

軽石流 の 層相 を呈 す る．他 の 地域 で は降下軽石 の 層相を呈す

る こ と も あ るが．一搬 に火砕岩類か らな る礫層中に黒雲母 を

含む軽石 も しく は 黒 雲母 結品片の み が散在す る こ とが多い，

層序 ：上 小谷層，黒石原層中に挟在す る．

　　 火山 灰鍵 層 およ びガラ ス 質火山 灰 の 岩石 学的記 載

分析方法

　試料を洗浄，乾燥後 1／4．1〆8，Yl6mm の 篩で 区分 し，1／

8 − 1且 6mm の 粒径の もの に つ いて全鉱物組成，重鉱物組

成，ガラ ス の 形 状，ガ ラス の 屈 折率を 測 定 した，全鉱物組 成

は500 粒以上，重鉱物組成，ガ ラス の 形状は200 粒以上数え，

粒子百分率で表した．ガ ラス の 形状 は rl∫川 （1976）の 分類 に

従 っ た，ガ ラス の 屈折率 は Yoshikawa （1984 ）研 票準ガ ラ

ス を用 い た分散法に よ っ て 測定した，な お，占期御岳 火 山起

源 の 火山灰鍵層中の ガ ラ スは，風化 の た めほとん ど残 っ て い

な い．こ の た め ガ ラ ス の 形状，ガ ラ ス の 屈折率は古期御 岳火

山 以 外が 起 源 と思 わ れ るガ ラス 質火 山灰 層 に つ い て の み 測定

し た．

記載岩石学的性質

　全鉱物組成，重鉱物組成 ガ ラス の 形状お よ びガ ラス の 屈

折率を第 2 表に 示 す，火 山灰鍵 層 と した降下 テ フ ラは，白布

沢パ ミ ス を 除き，重鉱物組成が 角閃石 主体で ある こ とで 特徴

づけ られ．白布沢パ ミス は黒雲母 を含む こ とで 特徴づ けられ

る．角閃石 主体の もの の うち，寒原バ ミ ス 1

一
は， 他の もの に

比べ わず か に 輝石 の 割合が 高 く，鼠宮 パ ミス，寒原パ ミ ス。

は，燐灰石を含む こ とで特徴 づ ける こ とがで きる．

　
一・
方，ガ ラス 質火 山 灰層は，溝口火 山灰 1 ・Hは岩片の 割

合が 高い が，大川 小 谷 火 Ll灰 i ・llは ガ ラ スが 主 体 で．少 量

の 重鉱物 （約 2 〜8 ％ ）を含 む．ガ ラ ス の 屈折率は，大川 小

谷 1火山灰を除き 1．500前後であり．大川小谷 1火山灰は

L515 前後 と他 の ガ ラ ス 質火 山灰 よ り高 い．ガラ ス の 形状 は，

溝 口 火 山灰 1 ・H は扁 平の も の が 多い が，大川 小 谷 火 山 灰 1 ・

H は 多孔質か ら 中間型 の も の が多 い．

　　　　　 火山灰鍵層の 対比とそ の 噴出年代

　御岳火山 山麓に お け る 火山灰鍵層の 対 比 を降 ドテ フ ラ の 層

序関係，年代値 の 明 らか な 溶岩層 と の 層序関係から検証 し，

そ の 噴出年代 を推定した．

　里宮バ ミ ス は模式地 にお い て 鞍越溶岩層 （0．695 士 0，007

Ma ）に覆わ れ，南俣川で 中谷溶岩層 （O．724 ± 0．Ol4Ma ）を

覆 う．寒原バ ミス 1は模式地に お い て湯川溶岩層 （O．6951

0．oe7Ma ） を，兵衛谷で 兵衛谷溶岩層 （0．699 ± 0，〔］lOMa ）

を覆い，上俵溶岩層 1 （0．693 ± 0．021Ma ）に 覆わ れ る ．寒

原パ ミ ス H は模式地 に お い て も，兵衛谷 にお い て も寒原パ ミ

ス 1 の 上 位に位置する．寒原パ ミス 皿 は模式地，白川 にお い

（20 ）
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第 2 表，火lir灰鍵層の 岩h 学的特徴．　 Loc ：試料採取位i ．Gl ：ガ ラ ス，　 Qz ； 石英，　 Pl ； 斜 長行，　 R．F．：岩 片，　 H ．M ．：重鉱物，　 O！：か ん らん 有，
CPx ； ll除1・輝石，　 Opx ；斜方輝石，　 Hb ：角閃行，　 Bio ；黒 雲母．（⊃pq ：不 透 明鉱物，　 Ap 　l燐灰 石，　 Zr ；ジ ル コ ン，　 H ：扁 平型火 山ガ ラス，　 C ： 中

間 型火 山ガラ ス，T ：多 孔質 火 山 ガ ラ ス ．表中で ＋ はプ レパ ラ ート中に存 在す る こ とを示 し，．一は存在 しない こ とを示す．
Table　2．　Petr〔｝graphic　properしies　of 　marker 　tcphras、　Loc ：Samp 】ing　IQじality．　Gl ；voleanic 　glass，　Qz ：quartz、　P1 ：plttgioclase，　R．F ； rock

fragment，　H ，M ，：heavy　minerals ，　Ol：olivinc，　Cpx ：clinopyroxene ．　Opx ：orthopyroxene ，　Hb ：hoinbtende，　Bi〔｝：
　biotite，　Opq ：opaquc 　fnlneral，

Ap ： apatite ，　Zr ； zircon ，・卜 ；cxists 　in　a　prepared　slide．
一

：docs　not 　cxist 　in　a　prepared　slide ．

て 見晴溶岩層 （0．635 ± 0，010Ma ） の 下位 に位置す る．　 LI布
沢パ ミス は 模式地 にお い て 白布溶岩層 （0，594 ± 0，〔109Ma ）

を覆い，箱谷溶岩層 （0，588 土 （冫，008Ma ） に覆われ，黒石原

に お い て御 岳 高原溶岩層 （O．639 ± 0．010Ma ）を覆 い，三笠

山 溶岩1曽 （O．393 ± 0．006Ma ） に 覆わ れ る．以上 の よ う に，

産状および全鉱物，重鉱物組成の 特徴に 基づ い た テ フ ラ の 対

比お よ び層序は溶岩 の 年代値 とも矛盾 しない （第 3図）．

　以 Eの 年代 測定 され た溶岩層 との 層序関係か ら Kioka 　et　a1．

（⊥998）は，寒原パ ミ ス 1は 0．7〔〕−O．65Ma に，寒原 パ ミ ス 旺

は O．67・O．65Ma に，白布沢パ ミス は 0．61−0．58Ma に噴出 した

と推定 して お り、本研究 で は さ ら に 里 宮 パ ミ ス は 0 ．73 −

0，70Ma に．寒原 パ ミ ス 且は 0．67−〔｝．64Ma に 噴出 したと推定

した．

火山活動の復元

　　　　　　　　火山活動の ス テ
ー

ジ区分

　第 3図に 示 した よ う に古期御岳火 山の噴出物は下半部 （樽

沢累層下部層） に 降下 テ フ ラが 卓越 し，火 砕流 堆 積 物 も存在

す る．一一’
方，上 半部 （樽沢累層 ｝：部層）は 溶岩層が 卓越する ．

この た め．この 火 山 の 活動前半は 室 に降下 テ フ ラ や火砕流を

噴出す る爆発的な活動 で，後半は溶岩流を 主体とす る 比較的

穏や か な 噴火 活動で あ っ た と考 え られ る．各溶岩層の 層 厚，

分布か らその 体積を算出 したと こ ろ，樽沢累層 ド部層の 各溶

岩は 0，lkm3 以下の も のが大部分 で ある の に対 し，樽沢累層

一h部層の 溶岩 は
．・
層の 体積が 大 き い （第 3 図）．こ の よ うに，

古 則御岳火 LI」の 活動は 前半と後半で 異な っ て い た と考え られ

る ため，火山活動 の 前半をテ フ ラ ス テ
ージ，後半 を溶岩 ス

テ
ージ と して 区分す る．東麓地 域 にテ フ ラが 最 もよ く保存さ

れて お り，そ れ らを整合に覆う見晴溶岩層 の 年代 （0．635 ±

0．C〕10Ma ）か ら主 に テ フ ラ を噴出す る 活動は約 0，64Ma まで

続い た と考え られ る．ただ し，樽沢累層 賠 匡層の 溶岩層の う

ち南東麓に 分布す る鞍越溶岩層（0．695 ± 0．007Ma ），王滝溶

岩層 （0．662 ± 0．010Ma ＞ と北 麓 に分布す る 日和 田溶岩層，

馬里溶岩層、幕岩川溶岩層．眞俣谷溶岩層，尾原溶岩層 （0．683

土 O．006Ma ），高根溶岩層 （0．669 ± 0．007Ma ），朝口溶岩層

は，年代値と層序関係か らテ フ ラ ス テージ後半 に噴出した と

考え られ る．これ らの 溶岩層は テ フ ラ ス テ
ージ前半の 溶岩層

に 比べ 比較的体積が大きい．こ の ため．南東麓 と北麓で は テ

フ ラ ス テ
ージ後半に，比較的体積の 大き な溶岩流が噴出 した

と考え られ る，

　Kioka 　et 　a1．（1998 ） は ［
li
期御岳 火 山の 活動期 を 約 0．78−

0，39Ma で ある と推定 して お り，テ 7 ラ ス テ
ージの 年代は 約

O．78．0，64Ma ，溶岩ス テージは 約 O．64−O．39Ma とな る．また，

テ フ ラス テージは お お よそ KiOka 　et 　al ．（1998 ） の サ ブ ス

テ
ー

ジ la （0．78 −0．71Ma ＞，⊥b （0．7⊥
−0．66Ma ） に，溶岩 ス

テ
ージ はサ プス テ

ージ 1c （0．66−0．59Ma），ス テージ 2 （O．53−

0，39Ma）に対応す る．

　　　　　　　　　土石流堆積物 の 成因

　テ フ ラス テ
ージの 堆積物 （おお よそ樽沢累層 ド部層に相当〉

中に は 大量 の 火 山砕 屑物 が 存在す る．こ れ らの 火山砕屑物は

極 め て 淘汰 が悪 く．雑多 な礫種 で 構成 され，基質支持で あ る

（21 ）
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こ とな どか ら上石流堆積物で あ る と考 え られ る，こ れ に 対 し

溶岩 ス テージ の 雄債物 （お お よそ 槫沢 累層 卜 「1層 に相当）は

主に溶岩か らな り、わずか に十石流堆積物が挟在する た すで

あ る．なぜ，火 山活動 の 初期 の テ フ ラス テージ L．大量 の 土 石

流が 堆積 したの で あ ろ うか．

　Kioka　eL　ai．（1998） は，大量 の 火 rlr姓屑物 の 成因を火山

活動 の 初期 に 低所 を流れ た溶岩が流水｛湖水 と張触 し，破砕

され て 生産 され た と考え．溶？
」
と水 の 相 互 作 用 と凵1体 の 成長

に 関連 づ け て 説 明 した．黒 沢 溶岩層 は湖成層中で，枕状溶岩

カゾ ハ イ ア ロ ク ラ ス タイ ト状の 槎相を呈 す る ため，火 山活動

初期 に お い て 水 と溶岩の IH　Li：作用に よ り火 山砕屑物が 生産さ

れ て い た とい え る．しか し，この イ1用が 火 山砕屑物の t，な成

因で あ る な ら，西 麓 L お い て 溶岩 ステ
ー

ジの パ岩は基盤岩を

直接覆 う （第 6 図）ため に．これ らの 溶岩 も水 と相 圧f「用を

起 こ し，溶岩 ス テ
ージ の 初期 に ち大 量 の 火 rlr砕 屑物 が 土 産 さ

れ る はず で あ る．しか し，前述 の 通 り溶岩 ス デ
ー

ジ の 堆稿物

中に は 大量の 火 山砕肩物は 存在しな い，こ の ため溶岩 と水 の

相万 1重用 が，御岳全域 に 広がる 大量の 火山砕屑物 の 主 な 成因

とは 考え に くい ．

　前述 した よ う に溶岩 ステージは，溶岩 を主体 とする 噴火活

動で あり，こ れ ヒ対しテ フ ラ ステー
ジは．溶岩 を噴出する よ

うな活動よりも テ フ ラ を噴出す る爆発的な 声動が活発で あ っ

た と考え られ る，こ の ため溶岩 ス テージ に比べ テ フ ラ ス テ…

ジ には eVt　
，E的な 惜 火活 動 に と もない 大畢の 火 山砕屑物が 供給

された こ とが推定され る．また，溶岩ス テ
ージで は，溶岩層

の 間 にテ フ ラ が 挟在 しな い こ と に対 し，わ ずか に存 在 す る⊥

石流 堆積物 iliに 数 層で は あ るが 降 Fテ フ ラ が 挟存す る （第 3 ，

4 図）．二 の ように溶岩 ステ
ー

ジで 圭石流が発生したと きに も

降
．
ドテ フ ラ を噴帛す る活動が あ っ た と考え られ る．以上 の こ

とか ら 大暈 の 土石 流 堆 積物 の
’
Eな 成 因は，爆発的な 嘔 火 活動

によ る火山砕屑物 の 伊給で あっ たと考えられる．

　　　　　　　　古期御岳 火 山の 活動史

　層 序、溶岩 ・テ フ ラ な どの 噴出物の 層相，性質 の 違 い に よ

るス テ
ージ 区分か

／t’
欠の よ うな 活動史が組み 立て られ る．

【テ フ ラス テー一ジ ：O，78−0．64Md 】

　主 にテ フ ラ を噴 出す る活 動が 活 発で あ っ たが，火砕流，溶

岩 を噴出す る 活動も起きて い た．降下テ フ ラや 火砕流 の 噴出

に と もな い火 山砕屑物が 供給 され た た め に，大量の 十石 流が

発生し，相対的に基盤標高 の 低
’
lirlr体東側 に 主 に流 ド．堆積

し，山麓を形成 した． 1二石流や溶岩流 に よ り堰 き 1ヒめ湖が 形

成され，　 ・
部 の 溶岩は水と接触 し破砕 した．テフ ラス テ

ージ

の後半に な る と，山休の南東側で 約0．70Ma，北側で 約O．68NI　1

と他 に 地域比べ 早 い 時期 に 溶岩を土 体 とす る 活動が始ま り，

比較的厚 い 溶岩が 山麓 を覆 い 土 石 流 の 堆 積 が終 ∫
ノ
した．テ フ

ラ ス テージ の 堆積物中に は 長い 休止期 を示 すよ う な 厚い 占土

壌．rl「麓全体 で 見られ る よ うな侵食間隙が見 られ ない こ とか

ら，長い 休止期間は な か っ た と考え られ る．

【溶岩ス テ ージ ：〔｝，64 −0．39Ma 】

　 i
．〜
こ厚い 溶岩を噴出する活動 か活 虍で あ り，rh体 の 南側 に

大 甲の 溶岩 が流 ド．」鮮『した．約0．61−O．t58Ma に降下テ フ ラ

を 噴 出す る II真火 が起 き，こ の 活動 に と もな い 西麓か ら南東麓

に 主 に 土石 流堆鞋物 か らな る地 層 が堆 債 した．溶岩ス テ ージ

中に はKioka 　d　al．（］998）の溶岩の年代値か ら0．59053Ma

間に 約 6 万 年の 活動休 「卜期間が あっ たと考えられる，

まとめ

（1）古期御岳火 山 の 噴出物お よび 同時期 の 堆積物を樽沢累層

と して一一括し，火山絹屑物を主体 とす る下 「層 と，溶岩 を主

体とす る 上部層に 区 分 した．

（2）里宮ハ ミス．寒原パ ミ ス 1 ・且 ・皿．「1布沢パ ミ ス は木

曽御岳山 lf』にお い て 広 く追跡で き る こ とが 明らかに な
一
っ た，

ま x＿ そ の 年代は 里 宮パ ミ ス ：0．73 −0．7呱 1，寒原パ ミ ス 1 ：

0．70 −O．65M 　i，寒原 ノ曳ミ ス H ；0．67 −0．65Md ，突 ｝岸fノ『ミス lil：

0．67 −0．63NIユ，　 k布沢バ ミ ス ：0．61−0．58Ma で ある．また，占

期御岳火山以外が給沖 と考え られ る 4 層の ガ ラ ス 質火山灰の

存在 を 明 らか に した．

（3）火 山層序，噴出物 の 性質，硲岩の K ．＼r 年代か ら 11i期御

岳火山の 活動は テ フ ラ ス テー一ジ （0、78−064Ma ）と溶岩 ス

テ
ージ （〔L64−O．39MV に 区分で きる，

（4）テ フ ラ ス テージ に は 毛 に 降 下ラ フ ラ 、火 砕流を 噴出す る

爆発的な活動が 起 さ．そ れに と もなし 尺量の 十 6 流が 発生 し

モに 山体東側 の 山麓 をル成した．溶岩ス テージに は主 に溶岩

を「質出 す る活 動 か 起 き，広 く山 麓を 覆 blT
’
期御屠火 山 を 形成

した．
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’
　mith には 英 文要旨を：

iん で
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要 旨

　御 E火山は 乗鞍火山列の 南部に位置す る成層火 山で あ り、そ の 活動期か ら古期御岳火Lr［と新期御岳火山に 2分 さ

れ、そ れ ぞれの 活動期は 1戸期更新世 と 後期更新世 に あ た る，

　中部更新統
・
樽沢累層は占期御岳火山の 堆積物に相当し，ド部層 と．L部層に 区分で き る．下部層は 火 山砕屑物を

主体と し，多くの降下テ フ ラ，薄い溶岩と火砕流堆積物が 挟在す る．上 祁層は溶岩を主体と し，ほ とん ど降下テ フ

ラは 挟 佳 しな い．

　鍵層 と して 木曽御岳山麓 に 広 く追跡で き る 降
．
ドテ フ ラ の う ち．里宮 パ ミ ス，寒原パ ミ ス 1 ・且

・皿は 下 部層 に．

白布沢パ ミス は 上 部層に挟在す る．白布沢パ ミス を除くテ フ ラ鍵層は 重鉱物斑晶 と して角閃石 を 多 く含む こ とで．

白布沢パ ミ ス は 黒雲母 を含む こ とで特徴づけ られ る．

　古 期御岳 火 山 の 活 動 を火 山 層 序，テ フ ラ層 序，溶岩 の K −Ar 年 代 値 に基づ い て 検討 した 結果，そ の 活動 をテ フ ラ

ステージ （O、78−0．64Ma）と溶岩ス テージ （O．64−0、39Ma ）に 区分した．おおよそテ フ ラ ス テージの堆積物は樽沢

累層 TZ
一
部層 に，溶岩ス テ

ージ の 堆積物は上 部層に 相当する．テ フ ラス テ
ージ には 主 に降ドテ フ ラや 火砕流 を噴出す

る爆発 的な 活動が 起 き，そ れ に と もな い 十 百流 が 発 生 し，主 にL［麓 の 東側 を形 成した．溶岩 ス テ
ージ には 主に溶岩

を噴出す る活 動が 起 き広 く 山麓 を覆い．古期御岳火 山 を形 成 した．

L ．
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